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八ードウエア編 


本装置のハードウエアについて説明します。 


「各部の名称と機能」（130ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

「設置と接続」 （141 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す0 


「基本的な操作」 （146 ページ） 

電源の〇 N や OFF の方法、および CD - ROM のセツト方法などについて説明して 
います。 


「オプションの取り付け」 （155 ページ） 

本装置にオプションを取リ付けるときにご覧ください。 

「ケーブル接続」 （237 ページ） 

本体の内部/外部へのケーブル接続例を示します。背面にあるケーブルの接続 
については「設置と接続」をご覧ください。 


「システム BIOS のセットアップ （ SETUP )」（243 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。 


「リセットとクリア」 （275 ページ） 

リセットする方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説明しま 
す0 


「 RAID システムのコンフィグレーション」 （279 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説明します。 
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各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。 


装置前面 



(1) フロントドア 

POWER スイッチ、 5.25 インチデバイス、光ディ 
スクドライプを取り扱うときや 3.5 インチデバイ 
スベイにハードディスクドライブを取り付ける 
(または取り外す）、 USB 機器を接続するときに開 
ける。添付のセキュリティキーでロックすること 
ができる146ページ)。 

(2) キース□ット 

フロントドアをロック/解除するセキュリティ 
キーの差し口 （—146 ページ)。 

(3) スタビライザ（左右に各2個） 

転倒防止用のストッパ。 

(4) LAN アクセスランプ（緑色） 

LAN に接続されているときに点灯し、 LAN にアク 
セスしているときに点滅する（—136ページ)。 
左側が LAN 1用で右側が LAN2 用。 

LAN ポート番号は、 〇 S の種類に より アイコン表 
示と 〇 S 上の表示が異なる場合が あります。 


(5) DISK ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵のハードディスクドライプにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵のハードディスク 
ドライブのうち、いずれが1つでも故障するとア 
ンバー色に点灯する （—138 ページ)。 

(6) POWER / SLEEP ランプ（緑色） 

電源を 0N にすると緑色に点灯する。電源を〇 FF 
にすると消灯する（—137ページ)。またシステ 
ムがスリープ状態のときに点滅する。 

(7) STATUS ランプ（緑色/アンバー色） 

正常に動作しているときは緑色に、異常を検出す 
るとアンバー色に点灯■点滅する（—136ペー 
ジ)〇 
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装置前面（フロントドアを開いた状態) 


標準でホットスワップ対応の 3.5 インチ HDD ケージを搭載しています。最大で8台のハード 
ディスクドライブを実装できます ( N 8154-213.5 インチ HDD ケージを追力□した場合）。 


(5) (1) 



<2.5 インチ HDD ケージ搭載の場合> 

ホットスワップ対応の 2.5 インチ HDD ケージ ( N 8154-20) の場合、最大で16台のハードディス 
クドライブ （ SAS のみ)を実装できます ( N 8154-20 を2台搭載した場合)。 


(5) (1) 
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(1) 5.25インチデバイスベイ 

オプションのバックアップテープドライブや M 〇 
ドライブなどを取り付ける場所（—199ページ)。 

(2) 光ディスクドライブ 

モデルや購入時のオーダによって、以下のドライ 
ブが1台搭載される。 

—DVD-R 〇 M ドライブ（標準） 

— DVD Super MULTI ドライブ（オプション） 

セットしたディスクのデータの読み出しを行う 
卜151ページ)。 

(2)-1 強制イジェクトホール 
(2)-2 トレー 
(2)-3 アクセスランプ 
(2)-4 トレ ー-T ジェクトボタン 

(3) 八ードディスクドライブベイ 

ハードディスクドライブ増設用スロット。標準で 
は、約 25.4mm (1 インチ）厚の 3.5 インチハード 
ディスクドライブが取り付けられる（—163ペー 
ジ)。 

PORT は下から順に PORTO 〜 P0RT3 で固定に 
設定されている。ハードディスクドライプは別売 
品でブランクス□ットにはダミートレーが搭載さ 
れている （PORTO のスロットを除く）。 

オプションでN8 154-212.5 インチ H DD ケージ 
を搭載した場合、約 15mm (0.6 インチ）厚の 2.5 
インチハードディスクドライブが取り付けられる 
㈠70ぺージ)〇 

PORT は右から順に PORTO 〜 P0RT7 で固定に 
設定されている。八ードディスクドライブは別売 
品でブランクス□ットにはダミートレーが搭載さ 
れている （PORTO のスロットを除く）。 


(4) カバーオープンセンサ 

フロントドアの開閉を検出するセンサ。 

(5) POWER スイッチ 

電源を〇 N/0FF するスイッチ。一度押すと 
POWER/SLEEP ランプが点灯し、 ON の状態にな 
る。もう一度押すと電源を OFF にする(-147 
ページ)。4秒以上押し続けると強制的にシャット 
ダウンする （—275 ページ)。 

(6) ランプ（前ページ参照） 

(7) RESET スィッチ 

本装置をリセットするスイッチ（—275ページ)。 

(8) DUMP スイッチ 

本装置に起きたイベントログを採取する（—426 
ページ)。 

(9) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る144ページ)。 

(10) 増設用 HDD ケージ搭載ベイ 

標準モデルでは、オプションの 3.5 インチ HDD 
ケージを搭載することで 3.5 インチハードディス 
クドライブを最大8台まで取り付けることができ 
る。 

オプションの 2.5 インチ HDD ケージを搭載するこ 
とで 2.5 インチハードディスクドライブを最大16 
台まで取り付けることができる。 

(11) FDD ス□ット 

オプションのフ□ッピーディスクドライブを搭載 
することができる。 
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装置背面 



(1) 電源ユニット 

本装置に DC 電源を供給する装置。 

(2) 八ンドル 

電源ユニットの取り付け/取り外しの際に持つ 
とっ手。 

(3) POWER ランプ（緑色/アンバー色） 

電源コードを AC インレットに接続し、 AC 電源を 
受電すると緑色に点滅し、電源を ON (DC ON) 
すると緑色に点灯する。また電源ユニットに何ら 
かの異常が発生した場合にアンパー色に点灯する 
㈠39ぺージ)〇 

(4) AC インレット 

電源コードを接続するソケット（—143ページ)。 
増設電源ユニットにも AC インレットが付いてい 
る。 

(5) 増設電源ユニットスロット 

オプションの電源ユニットを取り付けるスロット 
(一176ぺージ)〇 

(6) シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
㈠43ぺージ)〇 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(7) PCI ポード増設用スロット 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット 
卜210ページ)〇 

(8) マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する143ページ)。 

(9) キーポー ドコネクタ 

添付のキーボードを接続する（->143ページ)。 


(10) シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—143ぺージ)〇 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(11) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（—143ページ)。 

(12) LINK/ACT ランプ 

LAN のアクセス状態を示すランプ（—140ペー 
ジ)。 

(13) LAN コネクタ 

1〇〇 OBase-T/ 1 0OBase-TX/1 OBase-T 対応に対 
応した LAN 上のネットワークシステムと接続する 
㈠43ぺージ)〇 

(13)-1 LAN ポート1(標準） 

(13)-2 LAN ポート2 (標準） 

(13)-3 管理用 LAN ポート (100 Base-TX/10- 
BaseT) 

LAN ポート番号は、〇 S の種類によりアイコン表 
示と〇 S 上の表示が異なる場合があります。 

(14) Speed ランプ 

標準装備の LAN ポート1と2および管理用 LAN 
ポートの転送速度を示すランプ。 

(15) USB1 〜2コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る143ページ)。背面から見て左から順にコ 
ネクタ1、コネクタ2と割り当てられている（— 
143ページ） 





























































134 各部の名称と機能 


電源ユニット 

CPU ダクトカバー 

フ アン ユニツ ト (標準装備） 

冗長フアン ユニット 

冗長ファンはフロント側とリア側の2つがセツト 
になります。 


(5) 5.25インチデバイスベイ （3 ス□ット) 

光ディスクドライブを1台搭載しています。 
最大2台まで増設可能。 

(6) HDD ケージ用スロット 

HDD ケージ（オプション）を搭載可能。 

(7) 3.5 インチ八ードディスクケージ 

ハードディスクドライブ4台を搭載可能。 

(8) マザーポード 


装置内部 


(1) (2) (3) (4) (5) 



上の図は標準の 3.5 インチモデルを示しています。 

2.5 インチ HDD ケージ搭載モデルの場合は、項番7が 2.5 インチハードディスクケージとなり、 
2.5 インチハードディスクドライブが8台搭載可能です。 


( 2 ) 3 )( 4 ) 
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マザーポー 



(1) 電源コネクタ 

(2) プ□セッサー1ソケット 

(3) D 旧 M ソケット 

(4) プ□セッサー2ソケット 

(5) 電源コネクタ 

(6) フロント冷却ファンコネクタ（標準） 

(7) フロント冷却ファンコネクタ（オプショ 
ン） 

(8) 電源コネクタ 

(9) フロントスイッチ / LED コネクタ 

(10) 冗長電源用コネクタ 

(11) PCI 冷却ファンコネクタ（標準） 

( 1 2) オプションファン用切り替えジャンパス 
イッチ （182 ページ参照） 

(13) 八ードディスクドライブ用 SATA コネクタ 

(14) 光ディスクドライブ用 SATA コネクタ 

(15) SGPI 02 コネクタ 


(16) CM 0 S クリア用ジャンパスイッチ (276 
ページ参照） 

( 1 7) パスワードクリア用ジャンパスイッチ 
(276 ページ参照） 

(18) 内蔵 US 巳デバイス接続用 US 巳コネクタ 

(19) フロント USB コネクタ 

(20) COM A コネクタ 

(21) リア冷却フアンコネクタ（標準） 

(22) ブザー 

(23) SGPI 0 B コネクタ 

(24) SGPI 0 A コネクタ 

(25) PCI ポードス□ット （6 ス□ット、上から 
PCI #1 - PCI #2- PCI #3- PCI #4- 
PCI #5- PCI #6) 

(26) リチウムバッテリ 

(27) リア冷却フアンコネクタ（オプション） 

(28) 外部接続コネクタ （ 133ページ参照） 


* ここでは本装置のアップグレードや保守（部 
品交換など）の際に使用するコネクタのみあ 
げています。その他のコネクタや部品につい 
ては出荷時のままお使いください。 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

LAN アクセスランプ 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ランプが消 
灯しているときや、アンバー色に点灯/点滅しているときは本装置になんらかの異常が起きた 
ことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 



• ESMPR 〇やオフライン保守ユーティリティ等を使ってシステムイベント 
ログ ( SEL ) を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を〇 FF にして再起動するときに、〇 S からシャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 

シャットダウン処理ができない場合はリセット、強制電源〇 FF をするか 
(275 ぺージ参照）、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 

い。 

STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ1ビットエラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

電源を〇 N にしてください。 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU でエラーが発生した。 
( Thermal - Trip ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らがのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないがどうが確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い0 

アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどちらが一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらが一方の電源ユニッ 
卜の故障を検出した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社連絡してください。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないがどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


いずれかのハードディスクドライブ 
の故障を検出した。 

い0 


サイドカバーが開いている。 

サイドカバーを閉じてください。そ 
れでも表示が変わらない場合は、保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 


POWER/SLEEP ランプ 

本装置の電源が ON の間、ランプが緑色に点灯しています。電源が本装置に供給されていない 
と POWER / SLEEP ランプが消灯します。 

省電カモードをサポートしている〇 S で、本装置を省電カモードに切り替えるとランプが緑色 
に点滅します。 POWER スイッチを押すと、通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows Server 2003の場合に機能します。また、〇 S によっては一定時間以 
上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設定したり、〇 S のコマン 
ドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 
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DISK ACCESS ランプ 

DISK ACCESS ランプは 3.5 インチハードディスクドライブベイまたは 2.5 インチハードディ 
スクドライブベイに取り付けられているハードディスクドライブの状態を示します。 

ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

DISK ACCESS ランプがアンバー色に点灯している場合は、ハードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 

DISK ACCESS ランプが緑色とアンバー色に交互に点滅している場合またはアンバー色に点 
滅している場合は、本体装置内蔵の RAID コント□ーラに接続されているハードディスクドラ 
イブのリビルド（再構築）が行われていることを示します。 


アクセスランプ 

光ディスクドライブのアクセスランプは、それぞれにセツトされているディスクや CD-ROM 
にアクセスしているときに点灯します。 


八ードディスクドライブのランプ 

3.5 インチハードディスクドライブベイまた 
は 2.5 インチハードディスクドライブベイに 
搭載している DISK ランプは表示状態によつ 
て 意味が異なります。 

• 緑色に点灯 

ハードディスクドライブに電源が供給 
されていることを示します。 

• 緑色に点滅 

ハードディスクドライブにアクセスし 
ていることを示します。 

3.5 インチハードディスクドライブ 

• アンバー色に点灯 

RAID システムを構成しているときに 
取り付けているハードデイスクドライ 
ブが故障していることを示します。 


2.5 インチハードデイスクドライブ 




PaI RAID システムで論理ドライブ (RAID 1 、 RAID 10 、 RAID 5 、 RAID 50 、 RAID 
IrES 6 (RAID 6 の場合は 2 台まで） ） を構成している場合は、1台 (RAID 6では2台)の 
ハードディスクドライブが故障しても運用を続けることができます。しかし、 
早急にハードディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うことを 
お勧めします（ハードディスクドライブの交換はホットスワップで行います）。 
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• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

ハードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。 RAID システム構成で、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とア 
ンバー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 


wO U ビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動 
してからハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の 
注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけ 
てください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


電源ユニットのランプ 

電源ユニットにあるランプは、電源の供給状態を示すランプです。 



POWER/FAIL ランプ 


CaI オプションの電源ユニットを搭載している場合は、1台の電源ユニットが故障 

しても、残りの電源ユニットで運用を続けることができます（冗長機能）。ま 
た、故障した電源ユニットはシステムを停止することなく、電源〇 N のまま交 
換（ホットスワップ）できます0 


POWER ランプ 

電源コードを接続して本装置に AC 電源が供給 （AC ON) されると緑色に点滅します。 POWER 
スイッチを押して電源を〇 N の状態にする (DC ON) と点灯します。 

何らかの異常（過電流や過電圧、ファンの故障、 AC ラインの異常など）が発生するとアンバー 
色に点灯します。 
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LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）に 
はそれぞれ2つのランプがあります。 

• LINK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの 
状態を表示します。本体と八ブに電力 
が供給されていて、かつ正常に接続さ 
れている間、緑色に点灯します (LINK)。 
ネットワークポートが送受信を行って 
いるときに緑色に点滅します (ACT)。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場 
合は、ネットワークケーブルの状態や 
ケーブルの接続状態を確認してくださ 
し、それでもランプが点灯しない場合 
は、ネッ ト ワーク (LAN) コントロー ラが 
故障している場合があります。お買い 
求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 

• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの 
通信モードがどのネットワークインタ 
フェースで動作されているかを示しま 
す0 


LINK/ACT 



標準 LAN 標準 LAN 
ポー ト2 ポー ト1 


- 通常の運用で使用される2つの LAN ポートは、1000 BASE-T と100 BASE-TX 、 
10BASE-T をサボートしています。アンバー色に点灯しているときは、 

1000 BASE-T で動作されていることを示します。 

緑色に点灯しているときは、100 BASE-TX で動作されていることを示します。 
消灯しているときは、 10BASE- 丁で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN ポートは、100 BASE-TX と 10BASE-T をサポートし 
ています。アンバー色に点灯しているときは、 100BASE-TX で動作されているこ 
とを示します。消灯しているときは、 10BASE-T で動作されていることを示しま 
す。 


胃"〇 LAN ポート番号は、 OS の種類によりアイコン表示と OS 上の表示が異なる場 
合があります。 
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設置と接続 

本装置の設置と接続について説明します。 



A 注意 


A0 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 in ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 2人以下で持ち上げない 

• 指定以外の場所に設置しない 

• 腐食性ガスの存在する環境で使用しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 



設置場所が決まったら、3人以上で本装置の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっくりと 
静かに置いてください。 


w-O • 装置前面のフロントドアを持って、持ち上げないでください。フロント 
Bfa ドアが外れて落下し、装置を破損してしまいます。 

• スタビライザを開いて設置場所に固定してください。 

• 持ち運びの際に電源モジュールにある八ンドルを持たないでください。 








































































142 設置と接続 


次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本装置を 
設置すると、誤動作の原因となります。 





腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、 
硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、 
オゾンなど）の発生する場所。また、ほこ 
り中に腐食を促進する成分（硫黄など）や 
、導電性の金属などが含まれている場所。 





電源コードまたはインタフエー 
スケーブルを足で踏んだり、 

引つ掛けたりするおそれのある 
場所。 

v _ J 



本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費する装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用ア 
ンテナ、送電線、電磁クレーン 
など）の近く。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで〇 N/OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
の近くには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
の近くに設置するときは電源配 
線の分離やノイズフィルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 
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本装置と周辺装置を接続します。本装置には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用 
意されています。次の図は本装置が標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を 
示します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセン 
卜につなげます。 



警告 


AA 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 


• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 


• 

い 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 
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USB 機器 

USB 機器 


立 


0000000000000000000000 
0000000000000000000000 b 

0000000000000000000000ぬ 
, 0000000000000000000000 ? 
1〇〇口0000000000000000口〇〇 I 


y 0000000000000000000000ぬ 

18828888888888888888288 f 



本体前面 


キーボード 


マウス 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS に接続する場合は次 
ページを参照。 



シリアルインタフェースを持つ 
装置（モデムなど） 
専用回線への直接接続は不可 
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• 本装置、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくだ 
さい。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• NEC 以外（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれらの装置を使用できるこ 
とをあらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中には使用 
できないちのちあります。 

• SCSI 機器の接続は、ケーブルの全長が 3m 以内になるようにしてくださ 
い0 

• 添付のキーポード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを右に向けて 
差し込んでください。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
サービス （HTTPS) を利用する際に使用するモデムについては、 NEC 
フィールディングにご相談ください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできませ 
ん〇 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してください。 


本装置の電源コードを無停電電源装置 (UPS) に接続する場合は、 UPS の背面にある出カコ 
ンセントに接続します。詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 

本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）さ 
せるために本体の BIOS の設定を変更してください。 

BIOS の 「Server」一「AC-LINK」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
定することができます。詳しくは264ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントドアの開閉 


本装置の電源の〇 N/OFF や光ディスクドライブ、 5.25 インチデバイスを取り扱うとき、 3.5 イ 
ンチハードディスクドライブベイへのハードディスクドライブの取り付け/取り外しを行う 
ときはフロントドアを開きます。 


詞-〇 • フロントドアは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開け 
ることができません。 

• ソフトウェアには光ディスクドライブのトレーや 5.25 インチデバイス 
ベイに取り付けているデバイスにセットしているメディアをイジェクト 
させるコマンドを持つものがあります。この場合、フロントドアが開い 
ていることを確認してからコマンドを実行してください。フロントドア 
を閉じたままコマンドを実行すると、フロントドアに光ディスクドライ 
ブのトレーや 5.25 インチデバイスのメディアがぶつかり、装置を故障 
させることがあります。 


キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーを回してロックを解除してから、フ 
□ントドア左上部の取っ手を軽く持って手前に引くと開きます。フロントドアを閉じた後は、 
セキュリティのためにもキーで□ツクしてください。 


wO フロントドアを開ける際は、左上部の取っ手にツメを引っかけて開けないよう 
お願いします。フロントドアが開けづらい場合は、左上部と左下部をそれぞれ 
手で持って手前に弓Iいてください。 
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2. 本装置前面にある POWER スイツ 
チを押す。 

POWER/SLEEP ランプが緑色に 
点灯し、しばらくするとデイスプ 
レイ装置の画面には文字が表示さ 
れます。 



源の ON 


本装置の電源は前面にある P 〇 WER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 

次の順序で電源を ON にします。 

1 . ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺機器の電源を ON にする。 




無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


POWER/SLEEP 

ランプ 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 
で100)以上の時間をあけてください。 

• モニタ画面に何らかの文字が表示されるまでは電源を OFF にしないでく 
ださい。 


文字を表示している間、自己診断プ□グラム (POST) を実行してハードウェアの 
診断をします。詳しくはこの後の 「POST のチェック」をご覧ください。 POST を完 
了すると 0S が起動します。 

^ POST 中に異常が見つがると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
15◦ページを参照してください。 



〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
00000 00000 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 I 

00001 - oooon 

〇〇〇〇こ〇〇〇〇 r 
一〇〇〇〇〇1 一 I 〇〇〇〇〇 I 
B on 


Q© 


—「/ 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を〇 N にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。（く Esc > キーを押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 

Vkl BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから P 〇 ST の診断内容を 

inE ^ 表示させることができます。 「 BIOS のコンフイグレーシヨン」の rAdvanced 
(254 ページ）」メニューにある 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設定を 
「 Enabled 」 に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


MECC 


謂"^ • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 

Bto てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションの説明書にある説明を確認してから何かキーを押してくださ 
い0 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り外し/取り付けているスロット 
の変更をしてから電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りがあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん停止することがあります。 

この場合はく F 1 >キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしてい 
るメッセージが表示されます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモ 
リチェックが完了するまでに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート) 
した場合など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。 

これらは搭載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したこと 
を知らせるメッセージです。 

3. しばらくすると、マザーボード上のネットワークコント□—ラに関する設定をする 
ユーティリティの起動メニューが2回（搭載している LAN コント□—ラ分）表示さ 
れます。 


特に起動して設定を変更する必要はありません。 

4. 本体に内蔵の RAID コント□ーラを検出し 、 Web BIOS セットアップユーティリ 
ティの起動を促すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒 
後に POST を自動的に続けます）。 

Press <CtrL> <H>for Web BIOS 

ここで < Ct 「 l > キーと < H > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方法やパラ 
メータの機能については、243ページを参照してください。 

ユーティリティを終了すると、再起動を促すメッセージ画面になりますので、 
く Ct 「 l >+< Alt >+< Del > を押してください。もう一度はじめから POST を実行します。 

5. 接続している SAS 機器が使用している SAS ID 番号などを画面に表示します。 

6. しばらくすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、243ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 


7. オプションの RAID コント□ーラを搭載している場合は、 RAID コンフイグレー 
ションユーテイリテイの起動を促すメッセージが表示されます（搭載したボードに 
よって起動メッセージや操作が異なる場合があります)。 

設定方法やパラメータの機能については、ボードに添付の説明書を参照してくださ 
し、そのまま何も入力せずにいると、しばらくして POST を自動的に続けます。 



本体の PCI バスに複数の RAID コントローラなどを搭載している場合は、それぞ 
れのオプション R 〇 M を展開するために時間を要します。また、 RAID コントロー 
ラや SCSI コントローラ、 SAS コントローラなどのオプション R 〇 M を内蔵する 
PCI 力ードを多く搭載している場合、オプション ROM の展開領域が不足し、 
P 〇 ST でエラーが発生する場合があります。そのような場合、〇 S をインストー 
ル しているハードディスクドライブを接続しているコントローラ以外の力一 
ドのオプション ROM 展開を無効に設定してください。 

無効に設定することにより POST の所要時間の短縮になります。オプション 
R 〇 M 展開を無効にするには、256ぺージを参照して設定してくださしヽ。 
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8. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を〇 FF にしてから、約1〇秒以上時間をあけ 
て〇 N にして起動し直してください。 

os をインストールするまではパスワードを設定しないでください。 


9. POST を終了すると 0 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 


POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運 
用 • 保守編」を参照してください。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 


電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. 使用されている 0 S によっては本体前面にある POWER スイッチを押す。 

P 0 WER / SLEEP ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 

Bfa Windows のシャットダウンにてスタンバイを設定しないでください。 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。本装置に1台装備されている光ディスクドライブ 
には以下のタイプがあります。 

モデルや購入時のオーダによって以下のドライブが搭載されます。 

• DVD - ROM ドライブ（標準） 

多様な光ディスクの読み取りを行うための装置です。 

• DVD Super MLLTI ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取り、書き込みを行うための装置です。 

DVD Super MLLTI ドライブのソフトウェア上の操作（例えば CD - R への書き込みなど）につ 
いては、添付されているライティングソフトウェア CD - ROM 内の説明書を参照してください。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
A などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

/!\1 XJ 明をご覧ください。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の 注意 

本装置を使用するときに注意していただきたいことを次に示します。これらの注意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 
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ディスクのセツト/取り出し 


1. 本体の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 


2. 光ディスクドライブ前面のトレー 
イジェクトポタンを押す。 

トレーが出てきます。 

3. ディスクの文字が印刷されている 
面を上に向けてトレーの上に静か 
に確実に置く。 

4. トレーイジェクトポタンを押す 
か、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内に 
セツトされます。 



ptO ディスクのセツト後、光ディスクドライブの駆動音が大きく聞こえるときは、 
■ョ 再度ディスクをセツトし直してください。 


ディスクの取り出しは、ディスクをセツトす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーをイジェクトし、トレーか 
6取り出します（アクセスランプが点灯して 
いるときは、ディスクにアクセスしているこ 
とを示します。この間、トレーイジェクトボ 
タンは機能しません)。 

〇 S によっては〇 S からトレーをイジェクト 
することもできます。 

ディスクを取り出したらトレーを元に戻し 
てください。 
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ディスクが取り出せない場合の手順 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り出せない場合は、次の手順に従って取り出 
します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
U ップを引き伸ばして代用でき 
る）を光ディスクドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレ _ が出 
てくるまでゆっくりと押す。 

強制イジ ェクトホールの 位置は、 

ドライブのタイプによって異なる 
場合があります。 




3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行つてもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 
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ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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オプションの取り付け 


オプションデバイスの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


m 




オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

ハードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使用 
してシステムをアップデートしてください （89 ページを参照)。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


A A 

A® 

C 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリやニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



AA 

A A 

G 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 古:日：主在 

• 中途半端に取り付けない 

• コネクタカバーを取り付けずに使用しない 

















156 オプションの取り付け 


静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を〇 N にすると誤動作の原 
因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルが泠却用の穴をふさいでいないことを確認してください。冷却 
効果を失ラと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. os のシャットダウン処理を行う。 

2. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消灯）にす 
る 0 

3. 電源コードをコンセントと本体の 
電源コネクタから抜く。 


増設電源ユニットを搭載している 
場合は、増設電源ユニットに接続 
している電源コードも取り外して 
ください。 



4. 本体背面に接続しているケーブル 


をすベて取り外す。 

5. 本体の前後左右および上部に1〜 2 m のスペースを確保する。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

サイドカバー 

サイドカバーは本体内蔵デバイスやマザーボードにアクセスするときに取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。 



警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


1 . 前ページを参照して準備をする。 

2. ネジ2本をゆるめる。 

3. 取っ手を持ち、サイドカバーを装 
置後方にずらす。 

4. サイドカバーをしっかり持って取 
り外す。 
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取り付け 


サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカバーにあるフックが本体のフレームや穴に確実に差し込まれていることを確認して 
ください。 




• オプションの取り付け/取り外しが終ったら、取り外したサイドカバー 
を確実に取り付けてください。左側のサイドカバーの取り付け状態は力 
バーセンサで監視されています。 

• サイドカバーを取り付ける際は内部のケーブルを挟み込まないように注 
意してください。 
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CPU ダク トカバー 

CPU ダクトカバーは DIMM やプロセッサーの取り付け/取り外しをするときに取り外します。 


_"〇 CPU ダクトカバーは必ず取り付けてください。カバーを外した状態で連用す 
Bto ると、装置内部の冷却効果が低下し、システム全体のパフォーマンスに影響す 
るばかりでなく、高温による本体および搭載デバイスの故障の原因となりま 
す。 


取り外し 

次の手順に従って CPU ダクトカバーを取り外します。 


1. 

2 . 

3. 

4. 


5. 


158ページを参照して準備をする。 

サイドカバーを取り外す （159 ページ参照)。 


本体の右側面が下になるようにしてゆっくりとていねいに倒す。 


CPU ダクトカバーの左側を持ち、 
右端のタブを解除して手前に引 
く。 

CPU ダクトカバーを本体から取 
り外す。 
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取り付け 

CPU ダクトカバーをまっすぐ装置内部へ差し込んでください。ケーブルやマザーボード上の 
部品に当たっていないことを確認しながら差し込み、右側のタブを本体のフレームにある穴に 
引っかけて固定してください。 



^ CPU ダクトカバー右側のタブがきちんとロックされていることを確認してく 
II エック] ださい。 
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3.5 インチハードディスクドライブ 

標準の 3.5 インチモデルの場合、本体の前面にある 3.5 インチハードディスクドライブベイに 
は、ハードディスクドライブを取り付けるスロットを4つ用意しています。ハードディスクド 
ライブは取り付けられていません （ BTO (工場組み込み出荷)を除く）。別途購入してください。 


• 弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください （2009 年10月現在）。 

一 N 8150 -208 A (160 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -209 A (250 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8 150-229 / -274(500 GB . 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -20 CK 73.2 GB 、 15000_、 SAS ) 

一 N 8 150-201 / -287(146.5 GB . 15000_、 SAS ) 

一 N 8 150-226 / -288(300 GB , 15000_、 SAS ) 

一 N 8 150-237 / -275(750 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -263(1 TB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -245(450 GB 、 15000_、 SAS ) 

注意： 

SAS ディスクと SATA 2 ディスクを同ーケージ内で混在させることはで 
きません。 

• 本体装置内蔵の RA 旧コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)がサボー 
卜する RA 旧レベルは、 「 RA 旧0」 「 RA 旧1」 「 RAID 10」です。 

「 RA 旧5 」 「RAID 6 」 「RAID 50」をご使用の場合は、別途 N 8103- 
119 RA 旧アップグレードキットを増設してください。 


4つのス□ットには約 25.4 mm (1 インチ）厚のハードディスクドライブを取り付けることがで 
きます。 PORT は下から P 〇 RT 〇〜 PQRT 3 の固定で設定されています。 

ハードディスクドライブベイは、出荷時の構成で本体装置内蔵の RAID コント ローラ （ N 8103- 
1 16 A 相当内蔵)に接続されています。これらのハードディスクドライブを RAID システムで使 
用する場合は、「3.5インチ HDD ケージ」 （183 ページ）を参照してください。 

また、オプションの 3.5 インチ HDD ケージを増設することにより、最大8台のハードディスク 
ドライブを取り付けることができます。オプションの 3.5 インチ HDD ケージについては、「3.5 
インチ HDD ケージ」 （183 ページ）を参照してください。 
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PORT は下から PORT 〇〜 P 0 RT 3 の固定で設定されています。 

PORTO のベイを除くハードディスクドライブベイには夕'ミートレー（プラスチック製）が入つ 
ています。 


• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。ハード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい0 


RAID システムの構築、設定、管理には、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用し 
ます。詳細は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （279 ページ ）、 「Universal RAID 
Utility 」(364 ページ)を参照してください。 

EXPRESSBUILDER を使用したシームレスインストールでは手順の中で RAID の構築を行うこ 
とが可能です。シームレスセツトアップ (65 ページ)を参照してください。 


取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同 
様の手順で行います。 


• ハードディスクドライブは下のベイから取り付けてください。 

• 本装置は RA 旧コント□—ラ （ N 8103 -116 A 相当）を標準搭載してい 
るため、八ードディスクドライブは必ず RAID コント□ーラに接続され 
た状態となります。 

• RAID システム構成する場合、容量などの仕様が同じハードディスクド 
ライブ重要を使用して、ディスクアレイを作成してください。 


ハードディスクドライブは、フロントドアを開けるだけで取り付け/取り外しを 
irtb ^ 行うことができます。また RAID システム構成では本体の電源が〇 N のままでも 
行えます。 


1. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

2. ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは4つあります。また、 PORT はス□ットの位置で決まっています（下から 
順に P 〇 RT 〇〜 P 0 RT 3)。 
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• ダミートレーは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。ハード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレーを取り付けてく 
ださい。 



5. 増設する八ードデイスクドライブ 
(トレー付き）と八ンドルをしっ 
かりと持ってス□ツトへ挿入す 
る 0 
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• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• ハードディスクドライブは両手でしっかりとていねいに持ってくださ 
し、。 


6. 八ンドルをゆっくりと押す。 


「カチッ」と音がしてロックされま 
す0 



ハンドルとトレーに指を挟まないように注意してくださし、。 


ン ハンドルのフックがフレームに引っ掛がっていることを確認してくださし、 

g エック I 


7. 手順2で開いたドアを確実に閉じる。 



取り付けたハードディスクドライブを使用するためには 、 「Web BIOS 」 や 
「Universal RAID Utility 」 で RAID の設定を行う必要があります。詳細は 
r Universal RAID Utility 」（364 ぺージ）を参照してください。 
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取り外し 

ハードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


八ードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 



エック| 


ハードディスクドライブが故障したためにディスウを取り外す場合は、ハード 
デイスクドライプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているスロットをあら 
かじめ確認してください。 



1. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 
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3. 八ンドルを引く。 


4. 八ンドルと八ードディスクドライ 
ブをしっかりと持って手前に引き 
出す。 

5. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているスロットにダミー 
ト レーを 取り付ける。 




• ダミートレーは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。ハード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレーを取り付けてく 
ださい。 

• 取り外した八ードディスクドライブが RA 旧を構築している内の1台で 
ある場合、 RA 旧システムによる冗長性がない状態となります ( RAID 1 
や RA 旧5などの場合)。早急に八ードディスクドライブを取り付けてく 
ださい。 


6. 手順1で開いたドアを確実に閉じる。 
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RAID システム構成でのハードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しいハー 
ドディスクドライブに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻 
すことのできるリビルド機能を使用することができます。 

リビルド機能は RAID 1、 RAID 10 、 RAID 5 、 RAID 50 、 RAD 6 に設定されている論理ドラ 
イブで有効です。 

オートリビルドは、故障したハードディスクドライブをホットスワップ（電源〇 N の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。 

オートリビルドを行っている間、ハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアン 
バー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていることを示します。 


_"〇 オートリビルドに失敗すると、ハードディスクドライブにある DISK ランプが 
アンバー色に点灯します。八ードディスクドライブの取り外し/取り付けをも 
う1度行い、オートリビルドを試みてください。 


オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライブが故障してから、才ートリビルドを終了するまで装置の電源を 
〇 FF にしないでください。 

• ハードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合は、ハードディスクドライブの交 
換を行わないでください（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑 
色とアンバー色に交互に点灯しています）。 
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2.5 インチハードディスクドライブ 

N 8 154-20 2.5 インチ HDD ケージを搭載した場合、本体の前面にある 2.5 インチハードディス 
クドライブベイには、ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを8つ用意しています。 
ハードディスクドライブは取り付けられていません （ BTO (工場組み込み出荷)を除く）。別途 
購入してください。 


• 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください （2009 年10月現在)。 


N 81 50-255 
N 81 50-256 
N 81 50-268 
N 8 150-257 
N 8 150-258 
N 8 150-269 
N 81 50-276 
N 81 50-277 


(73.2 GB 、 10,000_、 SAS ) 
(146.5 GB 、 10,000 rpm , SAS ) 
(300 GB 、 10,000_、 SAS ) 
(36.3 GB 、 15,000_、 SAS ) 
(73.2 GB 、 15,000_、 SAS ) 
(146.5 GB 、 15,000_、 SAS ) 
(160 GB 、 7,200 rpm , SATA 2/300) 
(500 GB 、 7,200 rpm 、 SATA 2/300) 


• RAID システムの構築については、 「 Web 巳 I 0 S 」 や [Universal RAID 

Utility 」 に添付の説明書を参照してください。 


8つのス□ットには約 15 mm (0.6 インチ）厚のハードディスクドライブを取り付けることがで 
きます 。 SAS PORT は右から PORTO 〜 P 0 RT 7 の固定で設定されています。 BT 〇組み込み出 
荷時の構成では、 2.5 インチ HDD ケージは、標準実装されている RAID コント□—ラ( N 8103- 
116 A 相当）に接続されています。 

さらに N 8154-20 2.5 インチ HDD ケージをもう1台増設することにより、最大16台のハード 
ディスクドライブを取り付けることができます。 2.5 インチ HDD ケージについては、「2.5イン 
チ HDD ケージ」 （188 ページ）を参照してください。 

2台目の 2.5 インチ HDD ケージの SAS PORT は右から P 0 RT 8 〜 PORT 15となります。 N 8154- 
20 2.5 インチ HDD ケージ2台構成とする場合、2台目のケージを接続するためには、別途 RAID 
コントローラが必要となります。別途購入してください。増設するハードディスクドライブの 
SCSI 規格は、同じ規格のもの ( SAS ) を使用してください。 
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2.5 インチハードディスクドライブベイの空きス□ットには夕'ミートレーが取り付けられてい 
ます(一番右のス□ットを除く)。 


• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい0 


取り付け 


次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


• 八ードディスクドライブは右のベイから取り付けてください。 

• 本装置は RAID コント□ーラ （ N 8103 -11 6 A 相当）を標準搭載してい 
るため、ハードディスクドライブは必ず RA 旧コント□ーラに接続され 
た状態となります。 

• RA 旧システムを構成している場合は、同じパックを構成するハード 
ディスクドライブの容量などの仕様が同じものを使用してください。 



ハードディスクドライブは、フロントドアを開けるだけで取り付け/取り外しを 
行うことができます。また RAID システ厶構成では本体の電源が〇 N のままでも 
行えます。 


2 . 


3. 


セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは8つあります。また 、 SAS PORT はス□ットの位置で決まっています（右 
から順に SAS PORTO 〜 PORT ?)。 

ダミートレーの取っ手を持ち、 

ミートレーを取り外す。 




• ダミートレーは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレーを取り付けてく 
ださい。 
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4. 八ードデイスクドライブの□ック 
を解除する。 


5. 増設する八ードディスクドライブ 
(トレー付き）とハンドルをしつ 
かりと持ってス□ットへ挿入す 
る 0 



m 


• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• ハードディスクドライブは両手でしっかりとていねいに持ってくださ 
い0 

• 八ードディスクドライブには、静電気やノイズによる誤動作を防止する 
ためのバネ （ EIVH シールド）がついています。ハードディスクドライブ 
をス□ットへ取り付ける時にパネが引つかからないように手でおさえて 
押し込んでください。 


6. 八ンドルをゆっくりと押す。 


「カチッ」と音がしてロックされま 
す0 
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八ンドルとトレーに指を挟まないように注意してくださし、。 


^ ハンドルのフックがフレームに引っ掛かっていることを確認してくださし、 

111751 


7. 手順1で開いたドアを確実に閉じる。 


取り外し 

ハードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


ハードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 





ハードディスクドライプが故障したためにディスウを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているスロットをあら 
かじめ確認してください。 


DISK ランプ 



1. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 
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2. ハードディスクドライブのレバー 
を押してロックを解除する。 


3. 八ンドルを引く。 


4. 八ンドルと八ードディスクドライ 
ブをしっかりと持って手前に引き 
出す。 

5. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているスロットにダミー 
ト レーを 取り付ける。 

6. 手順1で開いたドアを確実に閉じ 
る 0 
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RAID システム構成でのハードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しいハー 
ドディスクドライブに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻 
すことのできるリビルド機能を使用することができます。 

リビルド機能は RAID 1、 RAID 10 、 RAID 5 、 RAID 50 、 RAD 6 に設定されている論理ドラ 
イブで有効です。 

オートリビルドは、故障したハードディスクドライブをホットスワップ（電源〇 N の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、ハード 
ディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンパー色に交互に点灯してオートリビルドを 
行っていることを示します。 


_"〇 オートリビルドに失敗すると、ハードディスクドライブにある DISK ランプが 
アンバー色に点灯します。八ードディスクドライブの取り外し/取り付けをも 
う1度行い、オートリビルドを試みてください。 


オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライブが故障してから、才ートリビルドを終了するまで装置の電源を 
〇 FF にしないでください。 

• ハードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合は、ハードディスクドライブの交 
換を行わないでください（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑 
色とアンバー色に交互に点灯しています）。 
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電源ユニット 

N 8181-55 冗長電源ユニットを増設して、2台の電源ユニットで本装置を動作させていると、 
万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す（冗長機能)。 


取り付け 


次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 


1. 158ページを参照して準備をする。 


2 . 



3. 電源ユニットを差し込み、「力 
チッ」と音がするまで押し込む。 



wO 電源ユニットはまっすぐに差し込んでください。差し込んでいる途中でななめ 
にしたり、上下左右に力を加えたりすると、電源ユニットと内部の接続コネク 
夕を破損するおそれがあります。 
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4. 電源コード （2 本）を接続する。 POWER/FAIL ランプ 

標準で添付されていたものと増設 
した電源ユニットに添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると2つの電源ユニットの 
POWER / FAIL ランプが緑色に点 
減します。 POWER / FAIL ランプが 
緑色に点滅しない場合は、電源が 
正しく装置へ供給されていること 
を確認してください。それでも緑 
色に点滅しない場合または 
POWER / FAIL ランプがアンバー 
色に点灯している場合は、電源 
コードや電源ユニットの破損、ま 
たは電源ユニットを搭載している 
パワーサプライベイの故障が考え 
られます。保守サービス会社に連 
絡して保守を依頼してください。 

5. 本装置の電源を ON にする。 

各電源ユニットの POWER / FAIL ランプが緑色に点灯します。 

6. 前面にある STATUS ランプや POST で電源 ユニッ トに関するエラー表示がないこ 
とを確認する。 

エラー表示の詳細については「電源ユニットのランプ」 （139 ページ）を参照してく 
ださい。 

また、 POWER / FAIL ランプがアンパー色に点灯している場合は、もう一度電源ユ 
ニットを取り付け直してください。それでも同じ表示が出たときは保守サービス会 
社に連絡してください。 



オプションの電源ユニットを増設した状態で、電源コードを片方の電源ユニッ 
g ェック I 卜にしが接続していないと、電源コードを接続していない方の電源ユニットに 
ある POWER / STATUS ランプがアンノ \'一色に点灯します。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


正常に動作している電源ユニットを取り外さないでください。 


本装置に2台の電源ユニツトが取り付けられていて、その内の1台が正常に動作 
している場合は、システム稼働中（電源 ON の状態）でも故障した電源ユニツ 
卜を交換できます（次の手順2をとばしてくださしヽ）。 


1. 

2 . 

3. 

4. 


5. 


背面にある電源ユニットのランプの表示 （ POWER / FAIL ランプがアンバー色に点 
灯）で故障している電源ユニットを確認する。 

システムを終了し、本装置の電源を OFF にする。 

故障した電源ユニットから電源コードを抜く。 

電源 ユニッ トの右上にあるレバー 
を押しながら八ンドルを持って手 
前に引き、電源ユニットを本体か 
ら取り出す。 

電源ユニットを交換せず1台の電 
源ユニットで運用する場合は、 

「取り付け」の手順2で取り外し 
たブランクカバーを取り付ける。 



詞"〇 装置内部の冷却効果を保持するためにも電源ユニットを取り付けていない 
ス□ットにはブランクカバーを取り付けてください。 


6. 「取り付け」の手順4〜6の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 
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フアンユニツト 

CPU やメモリ、 PCI デバイスを泠却するためのファンです。本装置内部に標準で3台のファン 
ユニット（フロントファン、リアファン、 PCI ファン各1台）を搭載しています。オプション 
の冗長ファン （2 台1セット）を取り付けることにより、最大で5台のファンユニットを搭載す 
ることができます。オプションの冗長ファンを搭載することにより、万一、ファンユニットが 
1台故障してもそのまま運用することができます。 


• オプションのフアンユニットを搭載している場合、フアンユニットが1 

Bto 台故障してもそのまま運用することはできますが、お早めに保守サービ 

ス会社に連絡し、フアンユニットの交換を依頼してください。 

• 電源投入中のフアンユニットの交換は自分では行わないでください。 
必ず保守サービス会社にファンユニットの交換を依頼してください。 


リアフアン 

(標準装備） 


リアフアン 
(オプション) 


FAN BOX 


フロントフアンフロントフアン 
(標準装備） （オプション） 













































































































180 オプションの取り付け 


取り付け 


1 . 158ページを参照して準備をする。 


2. サイドカバーを取り外す （1 59ページ参照)。 

3. CPU ダクトカバーを取り外す （161 ページ参照) 


4. オプションのフアン ユニットを フ 
□ントファンの増設場所に差し込 
む。 

オプションのファンユニットの溝 
を標準装備のフロントファンのガ 
イドに沿って挿入し、最後まで 
しっかりと押し込んでください。 


オプションの 

フアンユニット 


フロントファン（標準装備) 


5. 筐体からリアファンの増設場所に 
ある FAN BOX を取り外す。 

FAN BOX はツメを外してから、 
ゆっくりと上に持ち上げて外して 
ください。 




6. FAN BOX に装着されているダ 
ミーフアンカバーを外す。 

夕'ミーファンカバーは裏側に□ッ 
クがついています。ロックを押さ 
えなが6、夕'ミーファンカバーを 
ゆっくりと上に持ち上げて外して 
ください。 
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7. オプションのフアン ユニッ トを 
FAN BOX のリアフアンの増設場 
所に差し込む。 

オプションのファンユニットの溝 
を標準装備のリアファンのガイド 
に沿って揷入し、最後までしっか 
りと押し込んでください。 



オプションの 

フアンユニツ 


リアファン 

(標準装備） 
















182 オプションの取り付け 


9. マザーポード上のジャンパーピンを上側にずらし、オプションのフアンユニットの 
ケーブル （2 本）をマザ_ポ_ド上のコネクタに接続する。 

ESMPR 〇で正確な管理をするため、接続を間違えないでください。 



10. 取り外した部品を取り付ける。 


ジャンパーピンを上にずらす 
冗長ファン：有効 
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3.5 インチ HDD ケージ 

標準の 3.5 インチモデルは、本体前面にある 3.5 インチハードディスクドライブベイに 3.5 イン 
チ HDD ケージを標準で1台実装していますが、オプションのN8 154-213.5 インチ HDD ケージ 
を取り付けることによって、標準で実装可能な4台を含め、最大8台のハードディスクドライ 
ブを実装することができます。ハードディスクドライブは取り付けられていません （BTO (エ 
場組み込み出荷)を除く）。別途購入してください。 


詞_〇 • 弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでくださ 
Pa し)。サードパーティのハードディスクドライブなどを取り付けると、 

八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください （2009 年10月現在）。 

一 N 8150-208 A 0 60 GB . 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -209 A (250 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8 150-229 / -274(500 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -200(73.2 GB 、 15000_、 SAS ) 

一 N 8150-201 / -287(146.5 GB , 15000_、 SAS ) 

一 N 8 150-226 / -288(300 GB , 15000_、 SAS ) 

一 N 8 150-237 / -275(750 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -263(1 TB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 81 50-245 (450 GB , 15000_、 SAS ) 

注意： SAS ディスクと SATA 2 ディスクを同ーケージ内で$昆在させるこ 
とはできません。 

• 本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)がサポー 
卜する RA 旧レベルは、 「 RAIDO 」「 RA 旧1」 「 RADIO 」 です。 
「RAID 5 」 rRAID 6 J「RAID 50」をご使用の場合は、別途 N 8103- 
119 RAID アップグレードキットを増設してください。 


オプションの 3.5 インチ HDD ケージを装着することにより、最大8台のハードディスクドライ 
ブを取り付けることができます。それぞれのスロットには約 25.4mm (1 インチ）厚のハード 
ディスクドライブを取り付けることができます。 


増設用 3.5 インチ 
HDD ケージ 



P0RT7 

P0RT6 

P0RT5 

P0RT4 

P0RT3 

P0RT2 

P0RT1 

PORTO 


増設用の 3.5 インチ HDD ケージの PORT は下から P0RT4 〜 P0RT7 の固定で設定されます。図 
は、増設ケージを取り付けた状態を示しています。図中、 P0RT4 以降に夕'ミートレイが挿入 
されています。 






























184 オプションの取り付け 


W "0 ハードディスクドライブは PORTO および P 0 RT 4 からつめて搭載してくださ 
しヽ。間をあけて搭載すると HDD のアクセスランプが正しく点灯しません。 


P 0 RT 4 のベイを除くハードディスクドライブベイには夕'ミートレー（プラスチック製）が入つ 
ています。 


m 


• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。ハード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい。 
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取り付け 


次に示す手順で 3.5 インチ HDD ケージを取り付けます。 

1 . 158ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

3. サイドカバーを取り外す。 

4. 3.5 インチ HDD ケージを装着するス□ットのダミーカバーを外す。 

夕'ミーカバーの固定ネジ4本を外 
し、夕'ミーカバーを取り外します。 





ダミーカバーは大切に保管しておいてください。 




































































186 オプションの取り付け 


6. 3.5 インチ HDD ケージ背面のコネクタに各種ケーブルを接続する。 


3.5 インチ HDD ケージの背面にあ 
る電源コネクタに本体の電源ケー 
ブル ( P 9， P 10) を接続します。 

また、 3.5 インチ HDD ケージの 
背面にある SAS / SATA コネクタ 
および SGPI 〇コネクタとマザー 
ボードの PCI ス□ットに実装され 
ている RAID コント□ーラ 
( N 8103 -116 A 相当）の SAS / 
SATA 2 コネクタおよびマザー 
ボード上の SGPIOA コネクタをそ 
れぞれ、 SAS / SATA ケーブルおよ 
び SGPI 〇ケーブルで接続します。 



SAS / SATA 1コネクタ 

標準搭載の 3.5 インチ HDD ケージ 


本体装置内蔵の RAID コント□ーラ 
(N 8103 -116A 相当） 
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このコネクタに本体装置内蔵の RAID コント□—ラ 
( N 8103 -116 A 相当）が実装されている 


7. 3.5 インチ HDD ケージを本体に 

固定する。 

固定ネジ4本で 3.5 インチ HDD 
ケージを本体に固定します。 



8. 取り外した部品を取り付ける。 


取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 












































































188 オプションの取り付け 


2.5 インチ HDD ケージ 

標準の 3.5 インチ HDD をオプションの 2.5 インチ HDD ケージに載せ換えることにより、 2.5 イン 
チ HDD を8台搭載することができます。さらに 2.5 インチ HDD ケージをもう1台追加すること 
で最大16台のハードディスクドライブを実装することができます。ハードディスクドライブ 
は取り付けられていません （ BTO (工場組み込み出荷)を除く）。別途購入してください。 


• 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください （2009 年10月現在)。 


N 81 50-255 
N 81 50-256 
N 81 50-268 
N 8 150-257 
N 8 150-258 
N 8 150-269 
N 81 50-276 
N 81 50-277 


(73.2 GB 、 10,000_、 SAS ) 
(146.5 GB 、 10,000 rpm , SAS ) 
(300 GB 、 10,000_、 SAS ) 
(36.3 GB 、 15,000_、 SAS ) 
(73.2 GB 、 15,000_、 SAS ) 
(146.5 GB 、 15,000_、 SAS ) 
(160 GB 、 7,200 rpm , SATA 2/300) 
(500 GB 、 7,200 rpm 、 SATA 2/300) 


• RAID システムの構築については、 RA 旧コント□ーラに添付の説明書 
を参照してください。 

• 2台目の 2.5 インチ HDD ケージを取り付ける場合は、本装置の PCI ス 
□ットに RA 旧コント□—ラ ( N 8103 -117 A ) を装着する必要がありま 
す。あらかじめご購入いただき、本装置に実装してください。 


2.5 インチ HDD ケージを装着することにより、最大16台のハードディスクドライブを取り付け 
ることができます。それぞれのス□ットには約 15 mm (0.6 インチ）厚のハードディスクドラ 
イブを取り付けることができます。 
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下段に搭載し、標準の RAID コント□ーラに接続された 2.5 インチ HDD ケージの PORT は右から 
P 〇 RT 0 〜 PORT ?、 上段に搭載し、 RAID コント□—ラ （ N 8103 -117 A 等）に接続された 2.5 イ 
ンチ HDD ケージの PORT は右から P 0 RT 8 〜 P 0 RT 15 の固定で設定されています。 


_"〇 ハードディスクドライブは PORTO および P 0 RT 8 からつめて搭載してくださ 
Bfa しヽ。間をあけて搭載すると HDD のアクセスランプが正しく点灯しません。 


P 〇 RT 0 および PORT 8 のベイを除くハードディスクドライブベイには夕'ミートレー（プラス 
チック製）が入っています。 



• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい。 







190 オプションの取り付け 


取り付け （1 台目の 2.5 インチ HDD ケージ） 

次に示す手順で 3.5 インチ HDD ケージを取り外し、 2.5 インチ HDD ケージを取り付けます。 

1 . 158ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

3. サイドカバーを取り外す。 

4. 本装置に実装されている 3.5 インチ HDD ケージの背面のコネクタに接続されてい 
るケーブルをすべて外す。 


^ SGPI 〇ケープルおよび SAS/SATA ケープルは、コネクタを持ち、ロックを外 

WIyO \ して、引き抜いてください。ケーブルを持って引き抜くとコネクタが破損する 
ことがあります。 

5. 3.5 インチ HDD ケージの固定ネジ4本および2枚のダミーカバーの固定ネジ4本を 

外し、 3.5 インチ HDD ケージおよびダミーカバーを取り外す。 



取り外したダミーカバーは大切に保管しておいてください。また、取り外した 
ネジは手順16で、 2.5 インチ HDD ケージを取り付ける際に使用しますので、 
なくさないようにしてください。 
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6. ネジを2本外し、 FDD スロットダ 
ミーカバーを取り外す。 


7. 本体シヤーシ前面から皿ネジ2本 
を外す。 


8. 本装置の右側面が下になるように 
してゆっくりとていねいに倒す。 














































































192 オプションの取り付け 



10. HDD ケージフレーム側面からネ 
ジ2本を外す。 


1 1 .HDD ケージフレームを L 字型の溝 
に沿って、持ち上げて移動させ 
る 0 
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12. HDD ケージフレームをネジ 2 本 
で固定する。 


13. 本装置の底面のスタビライザを回 
転させ 、 HDD ケージフレームを 
ネジ2本で固定する。 




14. 本装置をゆっくりとていねいに立 
てる。 





























































194 オプションの取り付け 


15. 手順7で外した皿ネジ2本で、本 
体シャーシ前面を固定する。 


16. 本装置の前面の下側ス□ットに 
2.5 インチ HDD ケージを取り付 
け、手順5で外した 3.5 インチ 
HDD ケージの固定ネジ4本で固 
定する。 



1 1 > 
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17. 2.5 インチ HDD ケージに添付さ 
れているダミーカバーをネジ7本 
で固定する。 



18. 手順6で外した FDD ス□ットダ 
ミーカノ（一をネジ2本で固定す 
る 0 























































196 オプションの取り付け 


19. 2.5 インチ HDD ケージ背面に電 
源ケーブル、 SAS/SATA ケーブ 
ル、 SGPIO ケーブルを接続する。 

S AS/S ATA ケープ J レの接続 

2.5 インチ HDD ケージ背面奥側の 
SAS / SATA コネクタとマザー 
ボー ドに実装されている RAID コ 
ント ローラの 右側のコネクタと接 
続してください。 

2.5 インチ HDD ケージ背面手前側 
の SAS / SATA コネクタと マ ザー 
ボードに実装されている RAID コ 
ント ローラの 左側のコネクタと接 
続してください。 

SGPIO ケーブルの接続 

SGPI 〇コネクタとマザーボード上 
側の SGPIOA コネクタと接続して 
ください。 


RAID コント□ーラ 



SAS/SATA 

コネクタ 


電源コネクタ 
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取り付け （2 台目の 2.5 インチ HDD ケージ） 

次に示す手順で 2.5 インチ HDD ケージ （2 台目）の取り付け方法を説明します。 


2 . 

3. 

4. 


158ページを参照して準備をする。 

セキユリテイキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 
サイドカバーを取り外す。 

2.5 インチ HDD ケージを装着するス□ットのダミーカバーを外す。 

夕'ミーカバーの固定ネジ4本を外 
し、夕'ミーカバーを取り外します。 


2 . 

3. 

4. 




ダミーカバーは大切に保管しておいてくださし、。 


5 . 


2.5 インチ HDD ケージをス□ッ 
卜に挿入する。 

























































































198 オプションの取り付け 


6. 2.5 インチ HDD ケージを本体に 

固定する。 

固定ネジ4本で 2.5 インチ HDD 
ケージを本体に固定します。 


7. 2.5 インチ HDD ケージ背面に電 
源ケーブル、 SAS/SATA ケーブ 
ル、 SGPIO ケーブルを接続する。 

S AS/S ATA ケーブ J レの接続 

2.5 インチ HDD ケージ背面奥側の 
SAS / SATA コネクタとマザー 
ボードに実装されているオプ シヨ 
ンの RAID コント ローラの 右側の 
コネクタと接続してください。 

2.5 インチ HDD ケージ背面手前側 
の SAS / SATA コネクタと マ ザー 
ボードに実装されているオプ シヨ 
ンの RAID コント ローラの 左側の 
コネクタと接続してください。 

SGPIO ケーブルの接続 

SGPI 〇コネクタとマザーボード下 
側の SGPIQB コネクタと接続して 
ください。 

8. 取り外した部品を取り付ける。 



SGPIO コネクタ 



取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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5.25インチデバイス 


本装置には、光ディスクドライブや磁気テー 
プドライブなどのバックアップデバイスを 
取り付けるス□ットを3つ用意しています 
(光ディスクドライブで1ス□ット使用）。 
バックアップデバイスの種類により、別売の 
SCSI コント□—ラや SAS コントローラが必 
要です。 



_"〇 • シングル八イトのデバイスは2台、ダブル八イトのデバイスは1台搭載 

Bta できます。 

• SCSI デバイスを取り付ける場合、終端抵抗の設定は 「 OFF 」 に 、 SCSI 
旧は他のデバイスと重複しないように設定してください。設定方法につ 
いては、それぞれの装置のマニュアルを参照してください。 

• シングル八イトのデバイスはス□ット番号順に取り付けてください。ダ 
ブルハイトのデバイスはス□ット2と3を使用します。 


取り付け 


1. 

2 . 

3. 

4. 


5 . 


158ページを参照して準備をする。 

サイドカバーを取り外す (159 
ページ参照)。 

ダミーカバーを固定しているネジ 
2本を外す。 

ダミーカバーを手前に静かに引き 
出す。 


本装置に添付のレールをデノ（イス 
に添付のネジ （4 本）で5.25イ 
ンチデバイスに固定する。 


謂 

〇 


C 


000000000000 


0000000000000000000000 
,0000000000000000000000 
0000000000000000000000 
0000000000000000000000 
OOnOOOOOOOOOOOOOOOOnOO 

0000000000000000000000 
,0000000000000000000000 
0000000000000000000000 
0000000000000000000000 
OOnOOOOOOOOOOOOOOOOnOO 
























































































200 オプションの取リ付け 



• 必ずデバイスに添付のネジを使用してください。添付のネジより長いネ 
ジや径の異なるネジを使用するとデバイスを破損するおそれがありま 
す。 

• デバイスによっては前面にカバーがついています。本体装置のフロント 
ドアを閉めた時にカバーと接触するような場合、レールの取り付け位置 
を変更し、フロントドアが閉まるようにしてください。 

• ダブル八イトのデバイスを取り付けるときには本装置に添付されている 
DLT デバイスレール （ L 字型の大きい方のレール）を使用してください。 


6. デバイスベイにデバイスを静かに押し込む。 


✓ デバイスを押し込むときにケーブルをはさんでいないことを確認してくださ 

IチェックI い。 


_"〇 ス□ットを2つ使う 5.25 インチデバイスが入りづらい場合は、 5.25 インチデ 
■ョ バイスを少し持ち上げるようにしてス□ットに入れてください。 


7. 手順3で外したネジでデバイスを固定する。 




8. 取り付けた 5.25 インチデバイスが、本体前面から飛び出しすぎていないかどうか 
確認する。 

標準装備の光ディスクドライブを目安に確認してください。 
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9. 装置側面からデバイスにインタフェースケーブルと電源ケーブルを接続する。 

詳しくは「ケーブル接続」 （237 ページ）を参照してください。 

コネクタのピンが曲がったり、確実に接続していなかったりすると、誤動作の 
Bta 原因となります。 5.25 インチデバイスと各ケーブルコネクタを見ながら確実 
に接続してください。 


^ ケープルをはさんでいないことを確認してください。 


io . 取り外した部品を取り付ける。 

11 .SCSI 機器の場合は、 SCSI コント□—ラに添付の説明書を参照して SCSI BIOS の 
セットアップをする。 

12. 取り付けた装置に添付の説明書を参照して必要であればデバイスドライバのインス 
卜ールをする。 

SAS デバイスの接続 

N 8151-77 内蔵 LT 〇、および N 8151-90 内蔵 LT 〇の接続には以下の2通りの方法があります。 

• N 8103-104 A SAS コント□—ラに接続する 0 

• 標準搭載の RAID コントローラやオプションの RAID コント□ーラに接続する。 

R AID コント□ーラへの接続は以下の構成の場合となります。 

• 3.5 インチ HDD ケージ搭載モデルのみ0 

• HDD ケージを接続している RAID コント□ーラの SAS/SATA ポートに未接続のポートが 
ある。 

3.5 インチハードディスクドライブモデルで HDD ケージを標準の1台しか搭載していない場 
合、 RAID コントローラの空きポートと SAS デバイスを別売りの SAS ケーブル ( K 410- 
198(00)) で接続することが可能です。 


取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 











202 オプションの取り付け 


光ディスクドライブ 

標準の光ディスクドライブをオプションの内蔵 DVD Super MULTI ドライブへ交換する手順 
について説明します。 


弊社で指定していない DVD Super MULTI ドライブを取り付けないでくださ 
ara い。 


交換手順 

次の手順に従ってオプションの内蔵 DVD Super MULTI ドライブへ交換します。 


1. 

2 . 

3. 

4. 

5. 


158ページを参照して準備をする。 


159ページを参照してサイドカバーを取り外す。 

セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

装置側面から光ディスクドライブに接続されているインタフェースケーブルと電源 
ケーブルを取り外す。 

装置前面の光ディスクドライブを / \ 

固定しているネジ2本を取り外 
す。 


£ 


〇 

〇 


C 


000000000000 


0000000000000000000000 
0000000000000000000000 
0000000000000000000000 ^ 
0000000000000000000000； 
_〇〇口〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇口〇〇 [ 

0000000000000000000000 
0000000000000000000000 i 
. 0000000000000000000000 v . 
吃0000000000000000000000 5 J 

OOnOOOOOOOOOOOOOOOOnOOI 


口 


二〜 


6. 光ディスクドライブを引き出す。 

7. 取りだした光ディスクドライブで 
使用しているトレーとネジを取り 
外し、オプションの内蔵 DVD 
Super MULTI ドライブへ取り付 
ける。 



8. もとのデバイスベイに静かに押し込む。 

デバイスを押し込むときにケープルをはさんでいないことを確認してくださ 
IチェックI し、 

9. 手順5.で外したネジで内蔵 DVD Super MULTI ドライブを固定する。 
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10. 取り付けた内蔵 DVD Super MULTI ドライブが、本体前面から飛び出しすぎてい 
ないか確認する。 

1 1. 装置側面から取り付けた内蔵 DVD Super MULTI ドライブにインタフエースケー 
ブルと電源ケーブルを接続する。 

詳しくは「ケーブル接続」 （237 ページ）を参照してください。 


w-O 

コネクタのピンが曲がったり、確実に接続していなかったりすると、誤動作の 
原因となります。光ディスクドライブと各ケーブルコネクタを見ながら確実に 
接続してください。 

〆 

|チェック| 

ケープルをはさんでいないことを確認してください。 


12. 取り外した部品を取り付ける。 









204 オプシヨンの取リ付け 


内蔵 USB FD ドライブ 

本体には、内蔵 USB FD ドライブを1台取り付けることができます。 


取り付け （3.5 インチ HDD ケージ搭載の場合) 


次の手順に従って内蔵 USB FD ドライブを取り付けます。 

1 . 158ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 159ページを参照してサイドカバーを取り外し、フロントマスクを開く。 




取り外した FDD ダミーパネルおよび固定ネジは大切に保管してください。 
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5. 内蔵 USB FD ドライブに添付され 
ているネジ （2 本）で本体に固定 
する。 



6 . 

7. 

8 . 


フロントマスクを閉じる。 

本体の底面についているスタビライザ （4 個）を内側に折り畳む。 


本装置の右側面が下になるように 
してゆっくりとていねいに倒す。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 



9. USB インタフェースケーブルの 4 pin コネクタ側を FAN と底面のすき間を通して、 
内蔵 USB FD ドライブ付近まで通す。 


〆 内蔵 USB FD ドライブ以外の USB デバイスが本体に搭載されている場合は、内 
Ifl ^ l 蔵 USB FD ドライプに添付されている USB インタフエースケーブルは使用し 
ません。本体内に格納されている内蔵 USB FD ドライプ接続用インタフェース 
ケープルを使用します。 


10. USB インタフェースケーブルの 
4 pin コネクタ側を内蔵 USB FD 
ドライブへ接続する。 



^ USB コネクタの向きを間違えるとコネクタに挿入できません。正しい向きで揷 
巨エック I 入してください。 

























































206 オプシヨンの取リ付け 


11.USB インタフェースケーブル（内蔵 USB FD ドライブ添付）の lOpin コネクタを 
マザーポードの USB デバイス用コネクタに接続してください。 



USB デバイス用コネクタ 


戴〆/ 内蔵 USB FD ドライブ以外の USB デバイスが本体に搭載されている場合は、本 
手順は不要です。 


12. 取り外したサイドカバーを取り付ける。 


取り外し 

内蔵 USB FD ドライブは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 
取り外したままにする場合は、夕'ミーパネルを取り付けてください。 
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取り付け （2.5 インチ HDD ケージ搭載の場合） 

次の手順に従って内蔵 USB FD ドライブを取り付けます。 

1 . 158ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 159ページを参照してサイドカバーを取り外し、フロントマスクを開く。 

3. 固定ネジ （2 本）を外し、 FDD ダ 
ミーパネルを取り外す。 



取り外した FDD ダミーパネルおよび固定ネジは大切に保管してください。 


4. USB インタフェースケーブルの 
4pin コネクタ側を FDD ブラケッ 
卜から出す。 


5. USB インタフェースケーブルの 
4pin コネクタ側を内蔵 USB FD 
ドライブへ接続する。 


FDD ブラケット 




^ USB コネクタの向きを間違えるとコネクタに挿入できません。正しい向きで揷 
g エックI 入してください。 


























































































208 オプションの取リ付け 


6. 内蔵 USB FD ドライブを右図で示 
す向きに本体へゆつくりと差し込 
む0 



7. 内蔵 USB FD ドライブに添付され 
ているネジ （2 本）で本体に固定 
する。 



8. フロントマスクを閉じる。 


9. 本体の底面についているスタビライザ （4 個）を内側に折り畳む。 


10. 本装置の右側面が下になるように 
してゆっくりとていねいに倒す。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 



1 1.USB インタフェースケーブルの lOpin コネクタ側を FAN と底面のすき間を通して、 
マザーポード付近まで通す。 


内蔵 USB FD ドライブ以外の USB デバイスが本体に搭載されている場合は、内 
F ェック I 蔵 USBFD ドライプに添付されている USB インタフェースケープルは使用し 
ません。本体内に格納されている内蔵 USB FD ドライブ接続用インタフェース 
ケーブルを使用します。 
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12. USB インタフェースケーブル（内蔵 USB FD ドライブ添付）の lOpin コネクタを 
マザーポードの USB デバイス用コネクタに接続してください。 



^ 内蔵 USB FD ドライブ以外の USB デバイスが本体に搭載されている場合は、本 
IIエック| 手順は不要です。 


13. 取り外したサイドカバーを取り付ける。 


取り外し 

内蔵 USB FD ドライブは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 
取り外したままにする場合は、夕'ミーパネルを取り付けてください。 





























































210 オプシヨンの取リ付け 


PCI ポード 

本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□ットを6つ用意しています。 


w-O pci ボードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃がしてからボードを取り扱ってください。また、 PCI ポー 
ドの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ポードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に関する説明は156ページで詳しく説明しています。 


PCI EXPRESS (x8) 
PCI EXPRESS (x8) 
PCI EXPRESS (x8) 

PCI EXPRESS (x8) 

PCI EXPRESS (x4) 
32-bit/33MHz 


匚 PCI ボードス□ット# 1 
匚 PCI ボードス□ット# 2 
匚 PCI ボードス□ット# 3 

匚 PCI ボードス□ッ ト# 4 
匚 PCI ボードス□ット# 5 
匚 PCI ボードス□ッ ト# 6 



標準の RAID コント □— ラはス □ ット #2 に搭載 
されています。 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□ットに接続するボードの取り付けを行います。 


爾"〇 • PCI ス□ットに複数の PCI ボードを取り付ける場合、内蔵 SCSI ケープ 
raa ルを pci ボードの間に通さないでください。 pci ポード上の ic や素子な 

どとケーブルが接触し、 PCI ポードやケーブルが破損するおそれがあり 
ます。 

• 取り付けるポードによっては隣のス□ットのコネクタキャップや、外付 
け SCSI コネクタを取り外してポードを取り付けなければならない場合 
があります。 


^ PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットの 
FH51 コネクタ形状が合っていることを確認してください。 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I 覧 





スロット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バス B ) 

ス□ット 
(バス C ) 

ス□ット 
(バス D ) 

スロット 
(バス E ) 

スロット 
(バスト) 





PCIe 2.0 

#1 

PCIe 2.0 

#2 

PCIe 2.0 

#3 

PCIe 2.0 

#4 

PCIe #5 

PCI #6 


型名 

製品名 

PCI ス□ツト性能 

x 8 レーン 

x 4 

レーン 

32- bit / 

33 MHz 

備考 



ス□ツトサイズ 

Full-Height 




PCI ポードタイプ 

x 8 ソケット 

5 V 




搭載可能なポードサイズ 

1 50 mm 

以下 

300 mm 以下 



RAID コントローラ 

C128MB, RAID 0/1) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

• 

- 

- 

一 

- 

標準搭載 

N 8103 -117A 

RAID コント□ーラ 
(128MB, RAID 0/ 1/5/6) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

— 

— 

〇 

— 

— 

— 

ハードディスクド 
ライプを 9 台以上 
搭載する場合のみ 
搭載可能 

N 8103 -118A 

RAID コントローラ 
(256MB, RAID 0/ 1/5/6) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

— 

〇 

〇 

- 

— 

— 

標準搭載の RAID 
コントローラと混 
在不可 

ハードディスクド 
ライブを 9 台以上 
搭載する場合のみ 

2 枚搭載可能 

N 8103 -115 

RAID コントローラ 
(512MB, RAID 0/ 1/5/6) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

— 

— 

〇 

〇 

— 

— 

内蔵ハードディスク 
ドライブ接続不可 

N 8103 -95 

SCSI コント□ーラ 

( 力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8103 -75 

SCSI コント□ーラ 

( 力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

一 

- 

- 

- 

〇 

N 8103 -107 と混 
在不可 

N 8103 -107 

SCSI コントローラ 

( 力ード性能： PCI EXPRESS(xl)) 

一 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

N8 103-75 と混在 
不可 

N 8103 -104A 

SAS コントローラ 

( 力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

内蔵ハードディスク 
ドライブ接続不可 

N 8190 -127 

Fibre Channel コント ローラ 
(4Gbps/ 〇 ptical) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

— 


N 8190 -131 

Fibre Channel コントローラ （ 2ch) 
(4Gbps/ 〇 ptical) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

— 


N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
( 力ード性能： 32bit/33MHz PCD 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -119 

1000 BASE-T 接続ボード 

( 力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -126 

1000 BASE-T 接続ボード 
( 力ード性能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

最大 3 枚まで 

N 8104 -112 との 
混在不可 

N 8104 -126 との 
Teaming により 
AFT/ALB をサ 
ポート 

10Base-T は未サ 
ポート 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 
( 力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

- 

〇 

〇 

0 

一 

最大 2 枚まで 

N 8104 -112 との 
混在不可 

N 8104 -121 との 
Teaming (こ决り 
AFT/ALB をサ 
ポート 

10Base-T は未サ 
ポート 







































212 オプシヨンの取リ付け 





ス□ット 
(バス A ) 

スロット 
(バス B ) 

スロット 
(バス C ) 

ス□ット 
(バス D ) 

ス□ット 
(バス E ) 

ス□ット 
(バス F ) 





PCIe 2.0 

#1 

PCIe 2.0 

#2 

PCIe 2.0 

#3 

PCIe 2.0 

#4 

PCIe #5 

PCI #6 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 

x 8 レーン 

x 4 

レーン 

32- bit / 

33 MHz 

備考 



ス□ットサイズ 

Full-Height 




PCI ポードタイプ 

x 8 ソケット 

5 V 




搭載可能なボードサイズ 

1 50 mm 

以下 

300 mm 以下 


N 8104 -125 

1000 BASE-T 接続ボード (4 ch ) 

(力ード性能： PCI EXPRESS ( x 4)) 

— 

- 

〇 

〇 

- 

- 

N 8104 -112 との 
混在不可 

N 8104 -125 との 
Teaming により 
AFT/ALB をサ 
ポート 

10 Base-T は未サ 
ポート 

ブーツ付き LAN 
ケーブル使用不可 

N 8104 -112 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

一 

- 

- 

- 

〇 

N 8104 -121/ 
125/126との混 
在不可 

N 8104 -123 A 

10 GBASE-SR 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS 織 

— 

- 

〇 

〇 

- 

- 


N 8104 -94 

4回線音声 • 
(力ード性能： 

FAX 処理ボード 
32 bit /33 MHz PCD 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 


N 8 104-95 

4回線音声処理ボード 

(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 


N 8104 -96 

12回線対応音声処理ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

— 

— 

— 

- 

- 

〇 


N 8104-101 

高速回線ボード 

(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCD 

— 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -102 

高速多回線ボード 

(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCD 

— 

— 

— 

- 

- 

〇 



拳標準搭載 〇搭載可能 一搭載不可 

* レーン：転送性能（転送帯域）を示す。（例）1レーン =2.5 Gbps (片方向）、4レーン =10 Gbps (片方向） 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

(例） x 8 ソケット — x 1 力ード、 x 4 力ード、 x 8 力ードは搭載可能。 

* N 8 154-20 2.5 インチ HDD ケージを2台搭載する場合に必要。 

〇 S のインストールは標準ケージに搭載した HDD に行い、本 RAID コント□—ラ配下の HDD にはインストール不可。 

本 RAID コント□ーラは PCI #3 ス□ットにのみ搭載可。 BTO 組込時は RAID の設定は行われません。 

* 搭載可能なボードの奥行きサイズはショートサイズの場合173.1 mm まで、ロングサイズの場合3 12 mm まで。 

* 各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

* 製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□ットよりも PCI カードの方が動作性能が高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 

PCU □ットの Boot 優先順位は以下となります。 

PCI #1— PCI #2 — PCI #3 — PCI #4 — PCI #5 — PCI #6 
Boot デバイスを接続しない PCI 力ードを実装したス□ットは〇 ption ROM の展開を [ Disabled ] 
に変更してください。 [ Disabled ] にすることで、基本メモリの消費を抑え、装置の起動時間を 
短縮することができます。 



PCI 力ードを多く搭載した場合、 P 〇 ST で以下のメッセージが表示されること 
があります。 

ERROR 

Expansion ROM not initialized - PCI Mass Storage Controller is slot xx. 
システム BIOS のセットアップ （ 243 ぺージ）の [Advanced] —[PCI Configuration] 
を参照し、設定を変更してください。 
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標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同士）で AFT/ALB の Teaming を組むことが可能です。ただし、 
標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT/ALB の Teaming を組むことはでき 
ません。 


取り付け 


1 . 158ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す (1 59ページ参照)。 


3. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設スロットカ 
ノ（一とネジ1本を外して取り外 
す0 




取り外した増設スロットカバーは、大切に保管しておいてくださし、。 


4. 部品面を下にしてマザーポード上のス□ットとポードの接続部分を合わせてゆつく 
り装置内へ差し込む。 



ロングカードの場合は、ボードの右端が本体フレ_ムにあるガイドレールに 
民ェックI 沿って差し込まれていることを確認してください。 
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5. ポードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりとポードを押し込む。 

うまくボードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取 
り付け直してください。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれ 
がありますので注意してください。 

6. ポード左側を手順3で外したネジで固定する。 

7. 取り外した部品を取り付ける。 

8. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、 「 POST 中のエ 
ラーメッセージ」 （385 ページ）のエラーメッセージー覧を参照してください。 

9. 巳10 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは 「 Advanced 」（254 ページ) 
をご覧ください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行い、増設ス□ットカバーを取り付けてください。 
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内蔵/オプションの RAID コント□ーラを使用する場合 

本体前面にあるハードディスクドライブベイに搭載したハードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 

RAID システムの構築には、本体装置内蔵の RAID コント □—ラ ( N 8103-116 A 相当内蔵)の機能 
を利用する方法の他にオプションの RAID コント ローラ （ N 8103 -117 A /118 A ) を利用する方 
法があります。 


_"〇 • RA 旧システム構成に変更する場合や、 RA 旧レベルを変更する場合は、 

BM ハードディスクドライブを初期化します。 RAID システムとして使用す 

る八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップ 
を別の八ードディスクドライブにとってからボードの取り付けや RA 旧 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RA 旧システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
転数など)のハードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コン ト ロー ラの特徴を理解し、目的にあった RAID コン ト ロー ラを 
使用してください。 

• RAID 0 以外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


本体装置内蔵の RAID コント□ーラ/オプションの RAID コント□ーラを利用する場合 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)およびオプションの RAID コント 
□—ラ( N 8 103-117 A ) で内蔵ハードディスクドライブを RAID システムのハードディスクドラ 
イブとして認識させることができます。 

RAID システムの構築には WebBIOS を使用します。詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグ 
レーシヨン」 （279 ページ）を参照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シー厶レスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレー 
テイングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 


Disk 増設ユニットを RAID システムにする場合 

Disk 増設ユニットは、ハードディスクドライブを最大14台取り付けることのできる専用のデ 
バイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。オプションの RAID コント□—ラ（ N 8103- 
115) を取り付けた本装置はこれらのデバイスを1台または2台接続できます。接続台数など 
の詳しい説明については、 RAID コント□ーラおよび Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照 
してください。 


_"〇 Disk 増設ユニットには、ハードディスクドライブが添付されていません。別途 
Bto 購入してください。 
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Disk 増設ユニットと接続するためには、オプションのケーブルが必要となる場合があります。 
詳しくは、 Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

Disk 増設ユニットを接続後、 RAID コント□—ラ上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーションユーティリティを使って、 Disk 増設ユニットを RAID システム （ RAIDO 、 RAID 1、 
RAID 5) に設定してください。設定の詳細とその方法については、オプションの RAID コント 
□ーラ( N 8 103-115) に添付の説明書を参照してください。 

Disk 増設ユニットを RAID システムに設定すると、 Disk 増設ユニットに取り付けたハードディ 
スクドライブのうちのどれかが故障しても、オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -115) 
が持つ「オートリビルド」機能によってハードディスクドライブを復旧することができます 
(電源が〇 N のまま故障したハードディスクドライブを交換（ホットスワップ）してください）。 


N 8103 -11 5実装時には、休止状態、スタンバイへの移行は行わないでくだ 
Bra さい。 


増設バッテリの取り付け 

RAID コント ローラ （ N 8103 -115/116 A /117 A /118 A ) に増設バッテリを増設する場合、以 
下の手順に従って取り付けてください。 


取り付け 


1 . 158ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 159ページを参照してサイドカバーを取り外し、フロントマスクを開く。 


3. RAID コント□—ラを取り外し、 
増設バッテリに添付されている 
バッテリ接続ポードを RAlD コン 
卜□ーラに取り付ける。 

RAID コント ローラの 取り外しは 
214ページを参照してください。 




wO N 8103 -1 15の場合、ケープ , J レは950 mm (804-063451-095-A) を使 
Ifaj 用してください。 
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5. RAID コント□—ラを取り付ける。 


RAID コント□ーラの取り付けは 
214ページを参照してください。 



6. PCI フアンの横からケーブルを装置前面側に通す。 


7. 増設バッテリにケーブルを取り付 
ける。 


コネクタとケーブルのマーキング 
を合わせて接続してください。 




9. 増設バッテリを手順8.で外したブ 
ラケットに、増設バッテリに添付 
のネジ3本で取り付ける。 
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10. ブラケットをネジ1本で本体装置 
に取り付ける。 



1 1. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

12. フロントマスクを閉じる。 


取り外し 

増設バッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行つてください。 
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プ□セツサー （ CPU ) 

標準装備の CPU ( Intel ® Xeon ® Processor ) に力□えて、もう1つ CPU を増設することができま 
す。 


CPU #1 CPU #2 



• 異なる周波数の CPU が混在しないように、本体装置に搭載可能な CPU 
を確認してください。 

• CPU の増設を行った場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更 
しなければなりません。226ページの DIMM の説明を参照し、メモリの 
取り付け位置の変更を行つてください。 



オプションの CPU の中には異なるレビジョン（ステッビング）のものが含まれ 
ている場合があります。異なるレビジョンの CPU を混在して取り付けた場合、 
Windows ではイベントビューアのシステムログに以下のようなログが表示さ 
れますが、動作には問題ありません。 
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プロセッサーの取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。（図はわかりやすくするためにリテンションの一部を 
省略しています。） 

_"〇 CPU は大変静電気に弱い電子部品です。サーノ《の金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃がしてから cpu を取り扱ってください。また、 cpu の 
ピンを素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関する説明は156ページで詳しく説明しています。 


1 . 158ページを参照して準備をする。 

2. 次の部品を取り外す。 

- サイドカバー （159 ページ参照） 

- CPU ダクトカバー （161 ページ参照) 


3. CPU ソケットの位置を確認する。 


4. ソケットのレバ_を_度押し下げ 
てフックから解除してレノ（一を止 
まるまでゆっくりと開く。 
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• 保護カバーは大切に保管しておいてください。 CPU を取り外したとき 
は必ず CPU の代わりに保護カバーを取り付けてください。 

• ソケットの接点が見えます。接点には触れないでください。 


7. 新しい CPU を取り出し、保護カバーから取り外す。 


■"〇 cpu を持つときは、必ず端を持ってください。 cpu の底面（端子部）には触 
れないでください。 


8. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 

親指と人差し指で CP U の端を持っ 
てソケットに差し込んでくださ 
し、親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合うよラにして持つ 
と取り付けやすくなります。 




If エック I 


• CPU の切り欠きとソケットのキー部を合わせて差し込んでください。 

• CPU を傾けたり、滑らせたりせずにソケットにまっすぐ下ろしてくださ 
い0 
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10. レバーを倒して固定する。 



11. 匕一トシンクを取り付ける。 

ヒートシンクの取り付けは、「ヒートシンクの取り付け（224ページ）」を参照して 
ください。 


wO CPU の増設を行った場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更しなけ 
ればなりません。226ページの DIMM の説明を参照し、メモリの取り付け位置 
の変更を行ってください。 


12. 取り外した部品を取り付ける。 

13. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは254ページをご覧ください。 

1 4. Windows 環境のシステムで、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ以上の 
CPU で運用する場合に以下の手順を行う。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「 ACPI シングルプロセッサ 
PC 」 になっている場合は 「 ACPI マルチプ□ッサ PC 」 に変更し、メッセージに従っ 
て再起動後、システムのアップデート （89 ページ）を行います。 






ハードウェア編 223 


プロセッサーの取り外し 

CPU を取り外すときは、「プロセッサーの取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備を 
した後、手順10〜4の逆の手順を行ってください。ヒートシンクはヒートシンクを水平に少し 
ずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の2項を参照してくだ 
さい）〇 


m 


• CPU の故障以外で取り外さないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く 
回して、ヒートシンクが CPU から離れたことを確認してから行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り外すと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれがあります。 


CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 

1. CPU を交換した場合、 SETUP を起動して 「 Main 」 一 「Processor Settings 」 の 
順でメニューを選択し、増設した CPU の ID 、 L 2 Cache Size および L 3 Cache Size 
が正常になっていることを確認する （252 ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは254ページをご覧ください。 


CPU を取り外した場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更しなけれ 
ばなりません。226ページの DIMM の説明を参照し、メモリの取り付け位置の 
変更を行ってください。 
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ヒートシンクの取り付け 


次の手順に従ってヒートシンクを取り付けます。 

1. ヒー トシンクの保護カバーを外 
す0 


2. 匕一トシンクを CPU の上に置く。 



3. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジは、たすきがけの順序で4つを 
仮止めした後に本締めしてくださ 
い。 

4. ヒートシンクがマザーポードと水 
平に取り付けられていることを確 
認する。 



• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してから、も 
う一度取り付け直してください。 

水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。 

一 CPU が正しく取り付けられていない。 

ーネジで完全に固定されていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 
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ヒートシンクの取り外し 

ヒートシンクを取り外すときは、取り付けの逆の手順を行ってください。 




226 オプシヨンの取リ付け 


DIMM 

DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケツトに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが12個あります。 



CPU 2 _DIIMM #4 
CPU 2 _DIIMM #1 
CPU 2 _DIIMM #5 
CPU 2 _DIIMM #2 

CPU 2 _DIIMM #6 
CPU 2 _DIIMM #3 


メモリは最大192〇日(16〇巳ス12枚）まで増設できます（標準装備の DIMM も交換 
Irtbi] が必要）。標準出荷構成では、 CPU1-DIMM1 と CPU1-DIMM2 に 1GB の DIMM を 
搭載しています。 



• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は156ページで詳しく 
説明しています。 

• 指定以外の DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障するおそれが 
あります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。次に示すモデルをお買い求めくだ 
さい （2009 年10月現在)。 


N 8 102-330 
N 8 102-331 
N 8 102-332 
N 8 102-333 
N 8 102-338 
N 8 102-356 
N 8 102-357 
N 8 102-358 
N 8 102-359 
N 8 102-360 


1 G 巳増設メモリポード 

2 GB 増設メモリポード 

4 GB 増設メモリポード 

8 GB 増設メモリポード 

16 GB 増設メモリポード 

2 GB 増設メモリポード （1 GB 2枚組） 

4 GB 増設メモリポード （2 GB 2 枚組） 

8 GB 増設メモリポード （4 GB 2 枚組） 

1 6 GB 増設メモリポード (8 GB 2枚組） 
32 GB 増設メモリポード （16 GB 2 枚組) 
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DIMM の増設順序 

1 CPU 構成時と 2 CPU 構成時でメモリの増設順序が違います。 

1 CPU 構成時は DIMM ス□ット番号の小さい順に増設してください。 

2 CPU 構成時は各 CPU の DIMM ス□ット番号の小さい順に交互に増設してくださし、 
容量の大きいメモリからス□ット番号の小さい順に増設してください。 






2 CPU 実装時は、 ESMPR ◦での表示位置と実際の実装位置が異なります。 


1 CPU 時 

-1枚目: 

- 2枚目: 

- 3枚目: 

- 4枚目： 

- 5枚目： 

- 6枚目: 
2CPU 時 

-1枚目： 

- 2枚目: 

- 3枚目: 

- 4枚目： 

- 5枚目： 

- 6枚目： 

- 7枚目： 

- 8枚目: 

- 9枚目： 
-10枚目 
—11枚目 
-12枚目 


実装位置 

CPU 1_ DIMM 1 スロット 
CPU 1_ DIMM 2 スロット 
CPU 1_ DIMM 3 スロット 
CPU 1_ DIMM 4 スロット 
CPU 1_ DIMM 5 スロット 
CPU 1_ DIMM 6 スロット 

実装位置 

CPU 1_ DIMM 1 スロット 
CPU 2_ DIMM 1 スロット 
CPU 1_ DIMM 2 スロット 
CPU 2_ DIMM 2 スロット 
CPU 1_ DIMM 3 スロット 
CPU 2_ DIMM 3 スロット 
CPU 1_ DIMM 4 スロット 
CPU 2_ DIMM 4 スロット 
CPU 1_ DIMM 5 スロット 
CPU 2_ DIMM 5 スロット 
CPU 1_ DIMM 6 スロット 
CPU 2_ DIMM 6 スロット 


ESMPR 〇表示 
メモリ1 
メモリ2 
メモリ3 
メモリ4 
メモリ5 
メモリ6 


ESMPR 〇表示 
メモリ1 
メモリ7 
メモリ2 
メモリ8 
メモリ3 
メモリ9 
メモリ4 
メモリ1〇 
メモリ5 
メモリ11 
メモリ6 
メモリ12 
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1 CPU 時 


背面側 


前面側 



2 CPU 時 

■5 枚目 
■11 枚目 
■3 枚目 
-9 枚目 
■1 枚目 
_7枚目 
■8 枚目 
■2 枚目 
• 10枚目 
.4 枚目 
. 12枚目 
:6枚目 


CPU 2 を実装していない場合、 CPU 2_ DIMM 1 〜6は使用できません。 

メモリポードを増設時は必ず容量の大きいメモリから、 DIMM 番号の小 
さい順に増設してください。 





• メモリミラーリングおよびロックステップ (x8 SDDC) 機能を利用する場 
合の構成については235ぺージを参照してください。 

• 出荷時の2枚の 1GB DIMM メモリおよび 1GB 増設メモリボードは x4 
SDDC に対応しておりません。メモリ RAS 機能を利用する場合は、 2GB/ 
4GB/8GB 増設メモリボードを搭載する必要があります。 


一一 一一 


目日 gggg 

枚枚枚枚枚枚 
3 6 2 5 14 
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メモリクロック 


CPU と 8 GB 増設メモリボードの搭載有無により、メモリクロックが異なります。 


• Xeon E 5502 /E 5504 

搭載するメモリによらず、 800 MHz のメモリクロックで動作します。 

• Xeon E 5520/X5550/X5570 

以下の条件を満たす場合は、 800 MHz のメモリクロックで動作します。それ以外の場合 
は、 1066 MHz のメモリクロックで動作します。なお、メモリクロックは CPU 単位で固定 
となります。 

【条件】 

8 GB 増設メモリボードを増設していて、かつ CPU あたり4枚以上のメモリを搭載してい 
る。 

【例】 

800MHz 動作 "! 「 1 066MHz 動作 


CPU1 DIMM1 


CPU1 DIMM4 


CPU2.DIMM4 CPU2.DIMM1 



メモリ RAS 機能 

本装置ではメモリ RAS 機能として「標準機能 （ x 4 SDDCECC メモリ）」、「メモリミラーリン 
ク'機能」と「ロックステップ （ x 8 SDDCECC メモリ）機能」を持っています。ただしメモリ 
ミラーリングとロックステップ機能を利用する場合には、「メモリ機能の利用」 （232 ページ) 
を参照してください。 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


W-O 本装置では、□—プ□ファイル （ D 旧 M ポードの高さが 30 mm (1.2 インチ) 
以下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外（それ以上高い) 
DIMM はサボートしていません。 


1 . 158ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （1 59ページ参照)。 

3. CPU ダクトカバーを取り外す （161 ページ参照)。 

4. DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



^ • DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 

F ェック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

5. 取り外した部品を取り付ける。 

6. POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については385ページを参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一「 MemoryConfiguration 」 の順でメニュ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確 
認する （255 ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは254ページをご覧ください。 

9. ページングファイルサイズを推奨値（搭載メモリ xl .5) 以上に設定する。 

Windows オペレーティングシステムを使用している場合は「メモリダンプ（デバッ 
グ情報）の設定」 （90 ページ）を参照してください。その他のオペレーティングシ 
ステムの場合は、オペレーティングシステムに付属の説明書を参照するか、お買い 
求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッ 
If エック| セージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 


1 . 158ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （1 59ページ参照)。 

3. CPU ダクトカバーを取り外す （161 ページ参照)。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレノ（一を左右にひろげる。 

ロックが解除され Dl MM を取り外 
せます。 

5. 取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を ON にして POST 
でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、385ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」一 「Memory 
Retest 」 を 「 Yes 」 に設定し、取り外した DIMM の エラー 情報をクリアする 
(255 ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは254ページをご覧ください。 








232 オプションの取り付け 


メモリ機能の利用 

本製品には、メモリ RAS 機能として「標準機能 （ X 4 SDDCECC メモリ）」、「メモリミラーリ 
ング機能」と「ロックステップ （ x 8 SDDC ECC メモリ）機能」を持っています。 SDDC (Single 
Device Correction ) はメモリ障害（複数ビット障害）を自動的に修正する機能となります。 

謂-〇 • メモリ RAS 機能を利用する場合は、 2 GB /4 GB /8 GB /16 GB 増設メモ 
リポードを搭載する必要があります。標準出荷時の2枚の1 GB DIMM 
メモリおよび 1 GB 増設メモリポード搭載時は、 X 4 SDDC 機能は利用で 
きません。 

• 標準掲載のメモリは「メモリミラーリング機能」、「ロックステップ機 
苜 g 」 を同時に使用することはできません。 

• メモリミラーリグおよび□ックステップ （ x 8 SDDC ) 機能を利用する 
には次の増設メモリポードを搭載する必要があります。 

一 N 8 102-356 
一 N 8 102-357 
一 N 8 102-358 
一 N 8 102-359 
一 N 8 102-360 


本製品のマザーボード内にはメモリを制御するための「メモリチヤネル」が下図のように2系 
統に分かれています。 


CPU1 CPU2 



メモ 

リコント□—ラ 


CH0 

|| 

CH1 

II 

CH2 


メモリコント□ーラ 


CH0 || CH1 

CH2 



「メモリミラーリング機能」と「ロックステップ機能」はメモリチヤネル間でのメモリの死活 
監視と切り替えを行うことによって冗長性を保つ機能です。 
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メモリミラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、2つのメモリチャネル間（チャネル〇とチャネル 1) で対応する2 
つの Group の DIMM (ミラーセツト）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機 
能です。 


m 


メモリミラーリング機能はチャネル〇とチャネル1を使用します。メモリミ 
ラー構成時、各 CPU のメモリチャネル2 ( CPU 1- DIMM 3/6. CPU 2- 
DIMM 3/6) は使用できません。 


例： 2CPU 構成時 



データ1 


データ1 

データ2 

データ2 

ァータ3 


丁一夕3 

データ4 


データ4 


CPU2 



メモリコント□ーラ 


CH0 


CH1 

|V CH2 / 




オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 
されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成するメモリソケット （2 つ）にメモリを搭載してくださし、 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 
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• 「システム BIOS のセットアップ （ SETUP )」（243 ページ）を参照して、 SETUP を起動し 
たら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してくださ 
い。 

「 Advanced」 ^ 「Memory Configu 「 ationi ^：/，<= zL —」一+ 「Memory RAS Mode 」 

— 「 Mirror 」 

• メモリは次の順序で搭載してください。 



2CPU 構成をとっている場合も増設 CPU 側のメモリ 
搭載順序は同じように搭載してください。 


次のよラなミラーリングは構築できません。 

• 同ーメモリチヤネル内でのメモリミラーリング 

メモリミラー設定に関する注意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないようなメモリ増設や、メモリミ 
ラーが崩れるようなメモリの取リ外しを行なつた場合は、メモリは Independent 構成となり、 
BIOS Setup メニューの 「Memory RAS Mode 」 メニューは “ Independent ” と表示されます。 
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ロックステップ機能 ( x 8 SDDC ) 

□ックステップ機能 (x8 SDDC) では、 2 つのメモリチャネル間(チャネル 0 とチャネル 1) の対応 
する 2 つの Group の DIMM を多重化して並列して動作させることで x8 SDDC(x8 Single 
Device Data Correction) を実現します。 x8 SDDC によって、 1 つのデバイスで 1 〜 8 データビッ 
卜のエラー検出 • 訂正機能をサポートします。 


ロックステップ機能はチヤネル0とチヤネル1を使用します。メモリミラー構 
BM 成時、各 CPU のメモリチャネル2 ( CPU 卜 DIMM 3/6、 CPU 2- DIMM 3/6) 
は使用できません。 



CPU 2 


メモリコント□—ラ 

/ 、 r 、 \ _ # 

CH0 ■ 

1 

CH1 

\ CH 2 / 

1 

1 

1 

1 

1 



1 

T 

| |CPU2-DIMM4| 

|CPU2-DIMM5| 

|CPU\[ 

6| 

fe 

■ ICPU2-DIMM 1 1 | 

!^j 

ICPU2-DIMM 2| 

|CP^-DIM^3| 

f f ^ 


この機能を利用するための条件は次の通りです。 

• 並列動作をさせる2つのメモリをメモリソケットに搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 

• 「システム BIOS のセットアップ （SETUP)」（243 ページ)を参照して、 SETUP を起動し 
t こら、 次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してくださ 
い0 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration サフ、、メニュー」一 [Memory RAS Mode 」 一 
「Lock Step 」 
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1CPU 時 


背面側 


前面側 



2CPU 時 

5 枚目 
11 枚目 
3 枚目 
9 枚目 
1 枚目 
7 枚目 
8 枚目 
2 枚目 
10 枚目 


• メモリは次の順序で搭載してください。 



4 枚目 
12 枚目 
6 枚目 


次のよラなミラーリングは構築できません。 

• 異なるメモリコント□—ラ （CPU) のメモリチヤネルでのロックステップ 

• 同ーメモリチヤネル内でのロックステップ 


□ックステップ設定に関する注意事項 

□ックステップを構築した状態で、□ックステップ構成とならないようなメモリ増設や、□ッ 
クステップが崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合は、メモリは Independent 構成と 
なり、 BI 〇 SSetup メニューの 「Memory RAS Mode」 メニューは “Independent” と表示さ 
れます。 


= 神神 〆〆 

gggggg 

枚枚枚枚枚枚 
3 6 2 5 14 
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PCIe 2.0 

PCIe 2.0 

PCIe 2.0 

PCIe 2.0 

PCIe 

PCI 



5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
八ードディスクベイ 


八ードディスク 
はオプション。 


ケープル接続 


本装置のケーブル接続を示します。 



—スケープル 


装置内部および装置外部とのインタフェースケーブルの接続の一例を示します。 

標準構成 

標準構成での接続例です。マザーボード上のボード装着コネクタ (PCIe #6) はハードディスク 
ドライブを搭載するハードディスクドライブベイに接続されています。 


# 1 # 2 # 3 # 4 # 5#6 
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PCIe 2.0 

PCIe 2.0 

PCIe 2.0 

PCIe 2.0 

PCIe 

PCI 



5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
HDD ケージ 


3.5 インチ 
八ードディスクベイ 


八ードディスク 
はオプション。 


3-5 インチ HDD ケージを増設する場合 

3.5 インチ HDD を5台以上搭載する場合には、この構成パターンとなります。 

マザーボード上のボード装着コネクタ (PCIe #6) はハードディスクドライブを搭載するオプ 
シヨンの 3.5 インチ HDD ケージに接続します。 


# 1 # 2 # 3 # 4 # 5#6 
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内蔵 SCSI ファイルデノ（イスを搭載した場合 

内蔵 SCSI ファイルデバイスを搭載する場合は、別売の SCSI コントローラと SCSI ケーブルが必 
要です。 


• 搭載できる SCSI デバイスは2台までです。 

• 内蔵 SCSI デバイス（八ーフ八イト）を2台搭載する場合、標準搭載の 
光ディスクドライブを5インチベイ最上段に移動してください。 


接続可能な SCSI コントローラ： N 8103-75、 N 8103 -95 
使用する SCSI ケーブル： K 410 -68A(00) 内蔵 SCSI ケーブル 


K410-68A(00) 内蔵 SCSI ケーブルは、終端コネクタが取り付けられています。接続している 
デバイスすべて終端の設定を「無効」にしてください。各種設定については、デバイスに添付 
の説明書を参照してください。 

ファイルデバイスは、 SCSI 転送レートの設定などをしておく必要があります。転送レートに 
ついてはデバイスに添付の説明書を参照してください。設定は、 SCSI コントローラの BIOS 
ユーティリティを使用します。詳しくは、 SCSI コントローラに添付の説明書を参照してくだ 
さい。 


PCIe 2.0 #1 
PCIe 2.0 #2 
PCIe 2.0 #3 
PCIe 2.0 #4 
PCIe #5 

PCI #6 



5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
八ードディスクベイ 


八ードディスク 
はオプション。 


= SAS ケーブル 


光ディスク用 SATA ケーブル == SCSI ケーブル 
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Disk 増設ユニットを RAID システムにする場合 

Disk 増設ユニットは、ハードディスクドライブを最大14台取り付けることのできる専用のデ 
バイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。オプションの RAID コント□—ラ（ N 8103- 
115) を取り付けた本装置はこれらのデバイスを1台または2台接続できます。接続台数など 
の詳しい説明については、 RAID コントローラおよび Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照 
してください。 


Disk 増設ユニットには、ハードディスクドライブが添付されていません。別途 
ito 購入してください。 


Disk 増設ユニットと接続するためには、オプションのケーブルが必要となる場合があります。 
詳しくは、 Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

Disk 増設ユニットを接続後、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を使って、 Disk 増設 
ユニットを RAID システム ( RAIDO , RAID 1 、 RAID 5) に設定してください。設定の詳細と 
その方法については、オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -115) に添付の説明書、「3 
ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」（364 ページ）を参照してください。 

Disk 増設ユニットを RAID システムに設定すると、 Disk 増設ユニットに取り付けたハードディ 
スクドライブのうちのどれかが故障しても、オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -115) 
が持つ「オートリビルド」機能によってハードディスクドライブを復旧することができます 
(電源が〇 N のまま故障したハードディスクドライブを交換（ホットスワップ）してください）。 


_"〇 N 8103 -11 5実装時には、休止状態、スタンバイへの移行は行わないでくだ 
Ifai さい。 


PCIe 

PCI 



5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
八ードディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


= SAS ケーブル _ 光ディスク用 SATA ケーブル 
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P 6 または P 4 ( SATA デパイスの時） 



本体内部の電源ユニットの接続の一例を示します。 


標準構成 


本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルにはコネクタ番号が印刷されています （Pm • nn : 数 
字）。コネクタ番号と接続される内蔵デバイスは以下のとおりです。 


5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
八ードディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


鼋源ケ-ブル 



電源ケーブル 
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3-5 インチ HDD ケージを増設した構成 

本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルにはコネクタ番号が印刷されています （Pnn • nn : 数 
字)。コネクタ番号と接続される内蔵デバイスは以下のとおりです。 



5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
HDD ケ-ジ 

八ードディスク 
はオプション。 


3.5 インチ 
八ードディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定してください。 

SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更が 
できます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンがインス!-ールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc 〉、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 




244 シス 亍 A BIOS のセットアップ ( SETUP ) 



本体の電源を〇 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F2> to enter SETUP 


ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


EnterpasswordU H 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります 0 
inm 「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 



現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが 
あることを示す 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


設定項目 


パラメ 


•夕（選択すると文字が反転する*) 


キーの 機能説明 


* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


n カーソルキー （ t 、 I) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

n カーソルキー（―、 —） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server , Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 


□ <_> キー /< 十 > キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「> キー 


選択したパラメータの決定を行うときに押します。 


n < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みます。 


□ <1=9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 


設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をホします。 


日付 • 時刻関連 


rMain 」 一 fSystem lime 」、 厂 System Date 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」—「 AC - LINK」—「Power OnJ 

- POWER スイッチを使って〇 FR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「Served — 「 AC - LINK」—「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」—「 AC - LINK」—「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 ロゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムか b : I Advanced 」 —[Advanced Chipset ControlJ 

— rWake on Ring 」 — 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced」—「Advanced Chipset ControlJ 

— 「Wake 〇 n RTC Alarm 」 — 「 Enabled 」 

HW コンソール端末から制御する 

「 Server」—「Console Redirection 」 —それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「DIMM Group #n Status」— 表示を確 
認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は以下のよラ 
に対応しています。 



CPU 2 


CPU 2 _DIIMM #4 
CPU 2_ DIIMM #1 
CPU 2 _DIIMM #5 

CPU 2 _DIIMM #2 
CPU 2 _DIIMM #6 
CPU 2 _DIIMM #3 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory Retest」—「Yes」 —再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」— 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のよラに対応 
しています。 
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キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」— fNumLockJ ^ fOnJ (有効）/ fOffJ (無効：初期値) 


ィベント□グ関連 


イベントログをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 fClear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」 —パスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれの1/〇ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」 —それぞれのデバイスに対して設定をする 

RAID コント□ーラボードを取り付ける 

「Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM」—「Enabled」 
n: PCI スロットの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」—「Reset Configuration Data」—「Yes」 —再起動するとクリアされる 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 rExit Discarding Changes」 またI忒 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「Exitj 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Defaults」 
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バラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー（-251ページ） 

• Advanced メニュー（-^254ページ） 

• Security メニュー（- ► SSO ページ） 

• Server メニュー（—^264ぺージ） 

• Boot メニュー （—272 ページ） 

• Exit メニュー（-273ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

SATA Port 0 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 5 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します （252 ページ参照)。 

Language 

[English] 

Frangais 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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wO BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 


Processor Settings サブ’メニュー 


Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Main ■ 


Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor Speed Setting: 

2260 MHz 

Select 'Yes' , BIOS 
will clear historical 

Processor 1 CPUID: 

000106 A4 

processor status and 

Processor 1 L2 Cache: 

1024 KB 

retest all processors 

Processor 1 L3 Cache: 

8192 KB 

on next boot. 

Processor 2 CPUID: 

Not Installed 


Active Processor Cores: 

[CTt] 


Hyper-Threading Technology: 

[Enabled] 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 


Turbo Boost Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


Virtualization Technology: 

[Enabled] 


Hardware Prefetcher: 

[Enabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Speed Setting 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
表 71 "^ し东す〇 

Processor 1 CPU ID 

数値 Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ 1 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプロセッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プロセッサ 1 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L3 Cache 


プロセッサ 1 の三次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数傾 Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ 2 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプロセッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Processor 2 L2 Cache 

— 

プロセッサ 2 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L3 Cache 


プロセッサ 2 の三次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Active Processor Cores 

[ALL] 

1 

2 

プ□セッサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU としてみせ 
て動作する機能です。本機能をサポートし 
たプロセッサーが搭載された場合にのみ表 
示され、設定できます。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうがを設定します。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効 / 無効を設定します。 

本機能をサポートしたプロセッサーが搭載 
された場合にのみ表示され、設定できます。 

Turbo Boost Technology 

Disabled 

[Enabled] 

Intel ® Turbo Boost Technology 機能の 
有効 / 無効を設定します。 

Cl Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

Cl Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効 / 無効を設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

ハードウェアのプリフェッチャの有効/無効 
を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[Enabled] 

メモリがらキャッシュへのアクセスの最適 
化の有効 / 無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「〉 キーを押すとサブメニューが表 
ホされます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory ConTiguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral ConfiguraTon 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「Enabled」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「Disabled」 に設定する 
と NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「Disabled」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「Yes」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「No」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[Off」 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプロセッサに異常を検出 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「Boot」 でオペレーティンク'システムをそのま 
ま起動します。 「Halt」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、 ブー トデバイスの情報 
Bta も クリアされます。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されている ブー トデバイスの順番を記録し、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、 ブー トデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブ’メニュー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced I 



Memory 

Configuration 

Item Specific Help 

Installed memory: 

2048 MB 


Enables DIMM sparing 

Available under 4GB: 

2048 MB 


feature- 

CPU1_DIMM 1 

Status: 

Normal 



CPU1_DIMM 2 

Status: 

Normal 



CPU1 一 DIMM 3 

Status: 

Normal 



CPU1_DIMM 4 

Status: 

Normal 



CPU1_DIMM 5 

Status: 

Normal 



CPU1_DIMM 6 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 1 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 2 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 3 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 4 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 5 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 6 

Status: 

Normal 





▼ 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4 GB 


4 GB 以下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します（表示のみ)。 

CPU 1 .DIMM 1-6 Status 
CPU 2 .DIMM 1-6 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを、 「 Error 」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは同じ名称になってい 
ます。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N 0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

「1 MB 」 は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 T 1 KB 」 は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ベースキーのみ有効となり < F 2>、< F 4>、 
< F 12>, く Esc > キーは無視されます。 

Memory RAS Mode 

[ Independent ] 

Mirror 

LockStep 

メモリの RAS モードを設定します。機能の 
詳細については、「メモリ機能の利用」 （232 
ページ）を参照してください。 

NUMA configuration 

[ Disabled ] 

Enabled 

Non-Uniform Memory Access 機能の有効/ 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video Controller 

Additional setup 

► Onboard LAN 


menus to configure 



onboard Video 

PCI Slot 1Option ROM 

CEnabLedH 

controller. 

PCI Slot 2 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 3 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 4 Option ROM 

[EnabLedU 


PCI Slot 5 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 6 Option ROM 

[Enabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 〜 6 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ボード上のオプション ROM の展開を有効 
にするか無効にするかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


W-O RA 旧コント □ ーラや LAN ポード ( ネットワークブート )、 Fibre Channel コン 
卜 □ ーラで、 os がインス!-ールされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCI ス □ ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
ください。 


Onboard Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコントローラの有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[ Auto ] 

オンボード上のビデオコントローラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的にするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Onboard LAN サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□—ラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラ1の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラ2の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt : 

[IRQ 4] 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB 2.0 Controller: 

[Enabled] 

User configuration 


FI Help f i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



胃^ 害!!り込みベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
■to した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

[3 F 8 h ] 

2 F 8 h 

3 E 8 h 

2 E 8 h 

シリアルポート A のためのベース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます0 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3 F 8 h 

[2 F 8 h ] 

3 E 8 h 

2 E 8 h 

シリアルポート B のためのベース l /〇アドレ 
スを設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2 .◦の有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Multimedia Timer: 


EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer (HPET). 

Intel CR) I/OAT: 

[Enabled] 


Intel CR) VT-d: 

[Enabled] 


Wake On LAN/PME: 

[Enabled] 


Wake On Ring: 

[Disabled] 


Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 


QPI Frequency Selection: 

[Auto] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[ Enabled ] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) l/OAT 

Disabled 

[ Enabled ] 

Intel 1/〇アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Intel ( R ) VT-d 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルチップセットが提供する rintel ( R ) 
Virtualization Technology for Directed I / O 」 
の有効/無効を設定します。この機能に対応 
しているプロセッサの場合に表示されます。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 

QPI Frequency Selection 

[ Auto ] 

4.800 GT/s 

5.866 GT/s 

6.400 GT/s 

QPI バススピードの設定をします。 


[]： 出荷時の設定 


«"〇 Wake On Ring 機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Ring 機能が有効となりません。 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されま 
す。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

cHTEH] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 


Disable USB Ports: 

[Disabled] 


► Security Chip Configuration 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


• 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
と設定できません。 

• 0 S のインス I -ール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「Security Chip Configuration」 
は選択後、 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 


Set 

るがどうがを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE 八ードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効にするが 
無効にするがを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 

Disable USB Ports 

[ Disabled ] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Security Chip Configuration サブメニュー 

Security メニューで 「SecurityChip Configuration」 を選択し、く Ente「> キーを押すと以下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
■ Security ■ 


Security Cmp Configuration 

Item Specific Help 

TPM Support: [Enabled] 

Current TPM State: Deactivate S Disable 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 
「Supervisor Password 」 を設定すると選択 
可能になります。 

Current TPM State 


現在の TPM 機能の状態を表示します。 

「TPM Support 」 が Enabled 設定時のみ表示 
されます。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable & Activate 
Deactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 

「TPM Support 」 が Enabled 設定時のみ表 
示 • 選択可能です。 


[]： 出荷時の設定 
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「Change TPM State 」 で [No Change ] 以外のパラメータを選択し 、 TPM 
Bto State の変更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面が表示されます 。 Supervisor Password を入力すると以下のメッセージ 
が表示されます。設定変更を行うためには Execute を選択してください。 


Enable & Activate が選択された場合： 


Physical Presence 

operations 

TPM configu ra tion 

change was requested to 

State: Enable 

S Activate 

Note: 

This action will 

switch on the TPM 

Reject 


Execute 



Deactivate & Disable が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate S Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM coniigu ra tion change was requested to 
State: Deactivate S Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Advanced 



Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

卜 Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

: Disabled ： 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11 ： 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

[ 20] 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は®手尺 
後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

Always Reset 

BSP で FRB レベル2の エラー が発生したとき 
のプ□セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない〇 S から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] に設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンが存 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンがら〇 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでいったん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
口ーラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうがを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
がどうがを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[20] - 255 

DC 電源を〇 N にするディレイ時間を2◦秒が 
ら255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「 Power 〇 n 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になつてから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* P 〇 WER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします〇 


無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
を 「Power On 」 にしてください 0 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server | 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Revision: 

xxxx 


ALL items on this meenu 




cannot be modified in 

Board Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


user mode. If any 

Board Serial Number: 

xxxxxxx — xxxxxxxx 


items require changes. 

System Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


please consult your 

System Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


system Supervisor. 

Chassis Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Chassis Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Onboard LAN1 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Onboard LAN2 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Management LAN MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



BMC Device ID: 

01 



BMC Device Revision: 

01 



BMC Firmware Revision: 

01.00 



SDR Revision: 

01.00 




▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Revision 


BIOS のレビジョンを表示します（表示の 

み)〇 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスァムの部品番号を表耶します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の筐体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート2の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデバイス ID を表示します（表示の 

み)〇 

BMC Device Revision 


BMC のレビジョンを表示します（表示の 

み)〇 

BMC Firmware Revision 


BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ)。 
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Console Redirection サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Console Redirection 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

Baud Rate: [19.2K] 

Flow Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: [VT100+] 

Continue Redirection after POST : [Enabled] 

Remote Console Reset : [Disabled] 

Selects the Serial port 
to use for Console Redi- 

rection. 

"DisabLed" completely 
disables Console Redire- 

ction. 


FI Help f b Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートが 
ら ESMPR 〇 /ServerManager やハイパー 
ターミナルを使った管理端末がらのダイレ 
クト接続を有効にするが無効にするかを設 
定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[ Enabled ] 

コンソールリダイレクションを POST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

接続している ハー ドウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （ EscR ) に 
よるリセットを有効にするかどうがを選択 
します。 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使用した管 
理端末からの接続時には、本機能は設定に 
関わらず常に有効となります。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration サブメニュー 


Serve 「メニューで 「BMC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


管理用 LAN ポートは、運用 LAN としては使用できません。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 


BMC LAN 

Configuration 

Item Specific Help 

Shared BMC LAN: 



Display IP Address. 

し AN Connection Type: 

[Auto Negotiation] 



IP Address 

[192.168.001.001 ： 



Subnet Mask 

[255.255.255.000] 



Default Gateway 

[000.000.000.000 ： 



DHCP: 

[Disabled] 



Web Interface 




HTTP: 

[Disabled] 



HTTP Port Number: 

[ 80] 



HTTPS: 

[Disabled] 



HTTPS Port Number: 

[ 443] 



Command Line Interface 




Telnet: 

[Disabled] ▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Shared BMC LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

管理用 LAN ポートを管理用 LAN として使用 
する場合には 「 Disabled 」 に設定します。 
「 Enabled 」 に設定すると、 LAN ポート1を通 
常の LAN と共有して管理用 LAN としても使 
用することができます。 「 Enabled 」 に設定 
した場合、管理用 LAN ポートは使用できま 
せん。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation ] 

1 〇〇 Mbps Full Duplex 
100 Mbps Half Duplex 
10 Mbps Full Duplex 
10 Mbps Half Duplex 

管理用 LAN のコネクションタイプを設定し 
ます。 

IP Address 

[192.1 68 .〇〇 1.001] 

管理用 LAN の IP アドレスを設定します。 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設定しま 
す。 

Default Gateway 

[〇〇〇.〇〇〇.〇〇〇.〇〇〇] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定します。 

DHCP 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Enabled ] に設定すると、 DHCP サーバか 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [ Disabled ] に設 
定します。 

Web Interface 

— 

— 

HTTP 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [ Enabled ] に設定してく 
ださい。 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP による通信の際に使用す 
る TCP ポートナンバーを設定します。 

HTTPS 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [ Enabled ] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の際に使用 
する TCP ポートナンバーを設定します。 

Command Line Interface 



Telnet 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 















270 シス 亍 A BIOS のセツトアップ (SETUP) 


Event Log Configuration サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
■ Server | 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Auto Clear Event Logs: CDisabLed] 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Auto Clear Event Logs 

Enabled 

[ Disabled ] 

「 Enabled 」 に設定するとエラーログエリア 
が Full になったときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラーログ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log サブメニュー 

Server メニューの 「Event Log Configuration 」 で 「System Event し og 」 を選択すると、以 
下の画面が表示されます。 

以下はシステムイベントログの例です。 

記録されているシステムイベントログは<|>キー/く个ンキー、< + >キー/ く->キー、く 
Home > キー/ < End > キーを押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator Id = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event し og. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

く - >:Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Configuration の注意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻すには Clear BMC Configuration を実行し 
て < ださい）。 

• Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト rESMPRO/ServerAgent 
Extension 」 をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
Extension で設定された項目も Clear BMC Configuration の操作にて 
クリアされます。 

ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場合には、本操作を 
行う前に ESMPRO/ServerAgent Extension の設定情報のバック 
アップを行ってください。 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されます。 



起動デパイスとして登録されていないデパイス 


起動デバイスとして登録されたデパイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD-R 〇 M ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD-ROM ドライブ（本体標準装備の光ディスクドライプなども含む） 

USB FDC 

USB フロッピーディスクドライブ 

USB KEY 

USB フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備のハードディスクドライブ 

USB HDD 

USB ハードディスクドライブ 

PCI SCSI 

本体標準装備のハードディスクドライブ 

RAID システム構成の場合は 「Software RAID」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot xxxx :本体標準装備のし AN。「Slot 〇1〇〇」が'し AN1 、 「Slot 〇1〇1」 

が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデバイスを検出すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\'イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して < X > キーを押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

3. < t >キー/<丨 >キーと<十>キー/<_>キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

各デバイスの位置へ< 丨 >キー^/<丨〉キーで移動させ、<十〉キー/<_〉キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting?」 の確認画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 fNoJ を選択すると Exit メニューに戻ります。 


胃~〇 モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
Ifai の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要があります。 



「 SATA RAID 」 メニューを表示させるには、「 Advanced 」 メニューの 「 Peripheral 
Configuration」-►「SATAController Mode 〇 ption 」 を 「 Enhanced 」 に設定し 
てください。 


Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく Ente「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく Ente「> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると fLoadCustom Defaults」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
よす 0 
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U セツトとクリア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


■ J セツ 


〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 <Ct「l> キーと <Alt> キーを押しながら、 <Delete> 
キーを押してください。リセットを実行します。 


胃"〇 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


〇 S からシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FF にで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源〇 FF から約10秒ほど待ってから電源を〇 N にしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、 一度、 電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 










276 リセットとクリア 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第三者か 
6保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す0 


CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべてデフォルト 
の設定に戻ります。 

パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


wO その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
因となります。 
























































































ハードウェア編 277 


それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 


A A 

㉞⑩ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを抜かずに取り扱わない 



A 注意 



A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 


W -0 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
Bfai どに触れて身体の静電気を逃がしてから取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触らないでください。静電気に関する説明は156ページ 
で詳しく説明しています。 


CCMOS のクリア > 

1 . 158 ページを参照して準備をする。 

2. 159 ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

4. 5 秒ほど待って元の位置に戻す。 

5. 本体を元どおりに組み立てる。 

6. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

7. く F2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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<パスワードのクリア> 

1. < CMOS のクリア〉の1〜5の手順同様にノ（スワードクリアのジャンノ（スイッチの 
設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 POWER スイッチを押す。 

3. < F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、パスワードを設定し 
直して 「Exit Saving Changes 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、ジャンノ（スイッチを元に戻す。 

5. 再度、本体を元通りに組み立てる。 


割り込みライン 


割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

〇 

システムタイマ 

12 

PCI 

1 

— 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2シリア ルポー ト 

15 

PCI 

4 

COM 1シリア ルポー ト 

16 

LAN 1, VGA 

5 

SM Bus 

17 

LAN2, PCI 

6 

PCI 

18 

PCI 

7 

PCI 

19 

PCI 

8 

リアルタイムクロック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

マザーボー ドリ ソース 

23 

USB 
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RAMD システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)を使用して、内蔵のハー 
ドディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。オプションの 
RAID コント □— ラ （ N 8103 -115/ N 8103 -117 A ) による RAID システムの使用方法について 
は、オプションに添付の説明書などを参照してください。 


RA 旧について 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意味します。 


つまり RAID とは複数のハードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することです。これにより単体の大容量ハードディスク 
ドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵))では、1つのディスクグループを 
複数の論理ドライブ(バーチャルディスク）に分けて設定することができます。これらのバー 
チャルディスクは、〇 S からそれぞれ1つのハードディスクドライブとして認識されます。〇 S 
からのアクセスは、ディスクグループを構成している複数のハードディスクドライブに対して 
並行して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、あるハードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類(レベル)が存在します。その中で本体装置内蔵 
の RAID コント□—ラ (N 8103 -116A 相当内蔵)がサポートする RAID レベルは、 「RAID 〇」 「RAID 
1」 「RAID 5」 「RAID 6」 「RAID 10」 「RAID 50」です。ディスクグループを作成する上で必要 
となるハードディスクドライブの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認し 
てください。 


RA 旧レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

8 

RAID 1 

2 

2 

RAID 5 

3 

8 

RAID 6 

3* 

8 

RADIO 

4 

8 

RAID 50 

6 

8 


* シームレス セツトアップで RAID 6 を選択するには同一容量のハード ディスク ドライプが4台以上必要です。 


本体装置内蔵の RA 旧コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)で 「RA 旧5」 
Ifai 「RA 旧6」 「RAID 50」をご使用の場合は、別途 N 81 03-11 9 RA 旧アップ 
グレードキットを増設してください。 


各 RAID の レベル 詳細は 、 「RAID レベル」 （282 ぺ ージ）を参照して くださし、。 


ディスク グループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数のハードディスクドライブをグループ化したものを表します。設定可 
能なディスクグループの数は、ハードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図は本体装置内蔵の RAID コント□—ラ （N 8103 -116A 相当内蔵)にハードディスクドライ 
ブを3台接続し、3台で1つのディスクグループ (DG) を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 



ハードデイスク 
ドライブ1 


ハードデイスク ハードデイスク 

ドライブ2 ドライブ3 


(36GB) (36GB) (36GB) 
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バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設定したものを表 
し、〇 s からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になります。 

次の図は本体装置内蔵の RAID コント□—ラ (N8103-116A 相当内蔵)にハードディスクドライ 
ブを3台接続し、3台で1つのディスクグループを作成し、ディスクグループに RAID5 のバー 
チヤルディスク (VD) を2つ設定した構成例です。 

RAID コント□ーラ 


DGO 容量 108GB 



^ -> 

_^ 


-> 

^--> 


^ -> 

^— _ _ 



VD0-1 

20GB 

s -^ 


VD0-2 

2〇 GB 

--- 


VD0-3 

2〇 GB 

s -^ 

VDO (RAID5) 
容量 40GB 


VD1-1 

16GB 

^ 


VD1-2 

16GB 

^ 


VD1-3 

16GB 

VD1(RAID5) 
容量 32 GB 


ハードデイスク 
ドライブ1 
(36GB) 


ハードディスク 
ドライブ2 
(36GB) 


ハードデイスク 
ドライブ3 
(366B) 


パリティ (Parity) 

冗長データのことです。複数台のハードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中にハードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホットスワップといいます。 


ホツトスペア （Hot Spare) 

ホットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで構成されたロジカルドライブ配下のハード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるよラに用意された予備のハー 
ドディスクドライブです。ハードディスクドライブの障害を検出すると、障害を検出した 
ハードディスクドライブを切り離し(オフライン)、ホットスペアを使用してリビルドを実行し 

^ 4 〇 
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RAID レベル 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ （ N 8103 -116 A 相当内蔵)がサポートしている RAID レベル 
について詳細な説明をします。 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103-116 A 相当内蔵）がサボートする RAID レベルは、 
「RAID 〇 」 「RAID 1 」 「RAID 5 」 「RAID 6 」 「RAID 1〇 」 「RAID 50」です。 


RAID レベルの特徴 

各 RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID0 

ストライピンク' 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 

X 八ードディスクドライプ台数 

RAID1 

ミラーリング 

あり 

八 ー ドディスクドライブが 2 台必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 

RAID5 

データおよび冗長データ 
のストライピンク' 

あり 

八 ー ドディスクドライプが 3 台以上必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 

X (ハードディスクドライブ台数- 1) 

RAID6 

データおよび二重化冗長 
データのストライビング 
あり 

あり 

八ードディスクドライプが 3 台以上必要 
容量=八ードディスクドライプ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1のストライビング 

あり 

八ードディスクドライブが 4 台以上必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数 +2) 

RAID50 

RAID5 のストライビング 

あり 

八ードディスクドライプが 6 台以上必要 
容量=ノヽードディスクドライプ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数- 2) 


本体装置内蔵の RA 旧コント □ー ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)で 「RA 旧 5」 
「RA 旧 6 」 rRAID 50」 をご使用の場合は、別途 N 81 03-11 9 RA 旧アップ 
グレードキットを増設してください。 
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「 RAIDO 」 について 


データを各ハードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライビング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(ハードディスクドライブ1)、ストライプ2(ハードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(ハードディスクドライブ 3) • • •というようにデータが記録されます。すべての 
ハードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


W -〇 RAIDO はデータの冗長性がありません。ハードディスクドライブが故障する 
Bfai とデータの復旧ができません。 


RAID コント□ーラ 




、 ^ ン 


ご ^ 

ハード 
テイスク 
ドライブ1 


ハード 
テイスク 
ドライブ2 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 




ストライプ4 


ストライプ5 


ストライプ6 


fRAIDlJ について 


1つのハードディスクドライブに対してもう1つのハードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台のハードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別のハードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方のハードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方のハードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムを夕'ウンすることなく運用できます。 


RAID コント□ーラ 


^ - > 

^_ ノ 


^- -N 

ハード 


八ード 

ディスク 


デイスク 

ドライブ 1 

V ^ _^ 


ドライブ 2 

^^ ^ ノ 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 
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「 RAID5 」 について 


RAIDO と同様に、データを各ハードディスクドライブへ「ストライビング」方式で分散して 
記録しますが、そのときパリティ（冗長データ）も各ハードディスクドライブへ分散して記録 
します。この方式を「分散パリティ付きストライビング」と呼びます。 


データをストライプ( X )、ストライプ ( x +1)、 そしてストライプ( X )とストライプ ( x +1) がら生成 
されたパリティ （ x ， x +1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられる容 
量の合計は、ちょうどハードディスクドライブ1台分の容量になります。ロジカルドライブを 
構成するハードディスクドライブのうち、いずれかの1台が故障しても問題なくデータが使用 
できます。 


RAID コント□ーラ 



1 — 


、- ノ 


- - 

ハード 
テイスク 

ドライブ1 

- -^ 


ハード 
テイスク 
ドライブ2 

V ^ _^ 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 

^— _ ノ 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 

ストライプ4 


パリティ（3,4) 


ストライプ3 

パリティ(5,6) 


ストライプ5 


ストライプ6 


「 RAID6 」 について 


RAID 5 と同様に「ストライピンク'」方式で記録しますが、通常のパリティ （ P ) と、何らかの係 
数による重み付けなど異なる計算手法を用いた別のパリティ （ Q ) の、2種類のパリティを使用 
します。この方式を「二重化分散パリティ付きストライビング」と呼びます。そのためパリ 
ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうどハードディスクドライブ2台分の容量にな 
ります。□ジカルドライブを構成するハードディスクドライブのラち、いずれかの2台が故障 
しても問題なくデータが使用できます。 



RAID コント□ーラ 





厂 

1 1 1 

f - S ， ^ 






ストライプ1 ストライプ2 





ストライプ4 


ノ\°リテイ P (3,4) 



パリティ P (5,6) 


パリティ Q (5,6) 





パリティ Q (7,8) ストライプ7 


パリティ P (1,2) 


パリティ Q (1,2) 

パリティ Q (3,4) 


ストライプ3 

ストライプ5 


ストライプ6 

ストライプ8 


パリティ P (7,8) 
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「 RAID 10 」について 

データを2つのハードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライビング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1の高信頼性を同時に実現することができます。 



八ード 
丁イスク 
ドライブ1 


八ード 
7 ■イスク 
ドライブ2 


ハード 
7■イスク 
ドライブ3 


八ード 
7 ■イスク 

ドライブ4 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 



ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 


ストライプ4 



ストライプ5 


ストライプ6 



本 


RAID 1 - 


ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 


本 


RAID 1 - 


▲ 


本 


RAID 0 


「 RAID50 」 について 

データを各ハードディスクドライブへ「分散パリティ付きストライビング」で分散し、さら 
にそれらを「ストライビング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能 
と、 RAID 5 の高信頼性を同時に実現することができます。 



ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1, 2) 

L A 

ストライプ3 


ストライプ4 


パリティ(3, 4) 

ストライプ6 

パリティ(5, 6) 


ストライプ5 

ストライプ8 


パリティ（7, 8) 

ストライプ7 

パリテイ （9,10) 

ストライプ9 


ストライプ1〇 

パリティ （11,12) 


ストライプ11 

ストライプ12 

▲ 


— RAID 5 - 

A 


一 RAID 5 一 


▲ 


▲ ▲ 

- RAID 0 - 
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本体装置内蔵の RA 旧コントローラのコンフイグレーシヨン 


本体装置内蔵の RAID コント□—ラ （N8103-116A 相当内蔵)を使用して、内蔵のハードディス 
クドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 

本体装置内蔵の RAID コント□ーラの機能について 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ (N8103-116A 相当内蔵)が持つ機能を説明します。 


リビルド 

リビルド (Rebuild) は、ハードディスクドライブに故障が発生した場合に、故障したハードディ 
スクドライブのデータを復旧させる機能です。 『RAID1』 や 『RAID5』、『RAID6』 など、冗長 
性のあるパーチャルディスクに対して実行することができます。 

マニュアルリビルド(手動リビルド） 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ （N 8103 -116A 相当内蔵）の管理ユーティリティ 
「WebBIOS」 や、 「Universal RAID Utility」 を使用し、手動で実施するリビルドです。ハード 
ディスクドライブを選択してリビルドを実行することができます。 


オートリビルド(自動リビルド） 

Universal RAID Utility などのユーティリティを使用せず、自動的にリビルドを実行させる機能です。 

オートリビルドには、以下の2種類の方法があります。 

• スタンバイリビルド 

ホットスペアを用いて自動的にリビルドを行う機能です。ホットスペアが設定されてい 
る構成では、バーチャルディスクに割り当てられているハードディスクドライブに故障 
が生じたときに、自動的にリビルドが実行されます。 

• ホットスワップリビルド 

故障したハードディスクドライブをホットスワップで交換し、自動的にリビルドを実行 
する機能です。 



リビルドを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• リビルドに使用する八ードディスクドライブは、故障した八ードディスク 
ドライブと同一容量、同一回転数、同一規格のものを使用してください。 

• リビルド中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• リビルド中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでく 
ださい。万が一、停電などの不慮な事故でシャットダウンしてしまった 
場合、速やかに電源の再投入を行ってください。自動的にリビルドが再 
開されます。 

• 故障したハードディスクドライブを抜いてから新しいハードディスクド 
ライブを実装するまでに、90秒 4 U 上の間隔をあけてください。 

• ホットスワップリビルドが動作しない場合は、マニュアルリビルドを実 
行してください。 
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パトロールリード 

パト□ールリード (Patrol Read) は、ハードディスクドライブの全領域にリード&ベリファイ 
試験を実施する機能です。パト□ールリードは、パーチャルディスクやホットスペアに割り当 
てられているすべてのハードディスクドライブに対して実行することができます。 

パト□ールリードにより、ハードディスクドライブの後発不良を検出•修復することができる 
ため、予防保守として使用できます。 


冗長性のあるパーチャルディスクを構成するハードディスクドライブやホットスペアに割り 
当てられたハードディスクドライブの場合は、実行中に検出したエラーセクタを修復すること 
ができます。 


整合性チェック 

整合性チェック (Check Consistency) は、パーチャルディスクの整合性をチェックするための 
機能です。 「RAID 0」以外の冗長性のあるバーチャルディスクに対して実行することができま 
す。また、ホットスペアディスクに対しても実行することができます。 

整合性チェックは、 WebBIOS や Universal RAID Utility から実施することができます。 

整合性チェックは整合性をチェックするだけでなく、実行中に検出したエラーセクタを修復す 
ることができるため、予防保守として使用できます。 


パト□ールリードを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• 本体装置内蔵の RA 旧コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)は、工場 
出荷時にパト□ールリードが有効 [ Enable ] となっています。 

• パト□ールリードの設定を変更するには 、 Universal RAID Utility を使 
用します。 

• パト□ールリード実行中にシステムを再起動しても、途中から再開しま 
す0 



整合性チェックを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• 整合性チェック中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 整合性チェック実行中にシステムの再起動を行うと途中から再開しま 
す。 

• 整合性チェックのスケジュール運転は、 WebBIOS 、 もしくは、 
Universal RAID Utility の raidcmd コマンドとオペレーティングシス 
テムのスケジューリング機能などを組み合わせて行えます。 
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バックグラウンドイニシャライズ 

5台以上のハードディスクドライブで構成されたディスクグループに RAID5 のバーチャル 
ディスクを作成した場合、および7台以上のハードディスクドライブで構成されたディスクグ 
ループに RAID6 のバーチャルディスクを作成した場合、自動的にバックグラウンドイニシャラ 
イズ (Background Initialize) が実施されます。バックグラウンドイニシャライズ機能は、初期 
化されていない領域に対してバックグラウンドでパリティ生成処理を行う機能であり、整合性 
チェックと同等の処理を行います。 

ただし、以下の場合はバックグラウンドイニシャライズが実施されません。 

• バックグラウンドイニシャライズが実施される前にフルイニシャライズ (Full Initialize)* 
を実施し、正常に完了している場合 

* フルイニシャライズは、パーチャルディスクの領域全体を「0」でクリアする機能です。 

• バックグラウンドイニシャライズが実施される前に整合性チェックを実施し、正常に完 
了してし ' 'る場合 

• バックグラウンドイニシャライズを実施される前にリビルドを実施し、正常に完了して 
し 1 る場合 (RAID5 のみ） 

• パーチャルディスク作成時に、 「Disable BGIJ の設定を 「Yes」 に設定した場合 

• バーチャルディスクが縮退状態 (Degraded) やオフライン状態(〇 ffline) の場合* 

* RAID6 で部分的な縮退状態 (Partially Degraded) の場合はバックグラウンドイニシャ 
ライズが実行されます。 

また、一旦バックグラウンドイニシャライズが完了しているパーチャルディスクに対して以下 
の操作を行った場合は、再度バックグラウンドイニシャライズが実施されます。 

• バーチャルディスクが縮退状態 (Degraded) やオフライン状態(〇 ffline) の場合に、オフラ 
インのハードディスクドライブに Make 〇 nline を実施し、パーチャルディスクが Optimal 

、しなった土|〇も 

• RAID コント□ーラを保守部品などに交換した場合 

• 既存のバーチャルディスクにリコンストラクシヨンを実施し、ハードディスクドライブ 
5台以上の RAID5 構成に変更した場合 

• 既存のパーチャルディスクにリコンストラクシヨンを実施し、ハードディスクドライブ 
7台以上の RAID6 構成に変更した場合 


バックグラウンドイニシャライズを実行する場合は、以下の点に注意してくだ 
nra さぃ。 

• バックグラウンドイニシャライズ中は負荷がかかるため、処理速度は低 
下します。 

• バックグラウンドイニシャライズを中断させても、数分後に再度実施さ 
れます。 
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リコンストラクシヨン 

リコンストラクション (Reconstruction) 機能は、既存のパーチヤルディスクの RAID レベルや 
構成を変更する機能です。リコンストラクション機能には以下の3通りの機能がありますが、 
本体装置内蔵の RAID コント□—ラ (N 8103 -116A 相当内蔵)では Migration with addition のみ 
をサポートしています。 

U コンストラクシヨンは、 WebBIOS で行います 。 Universal RAID Utility は 
u コンストラクシヨンをサポートしていません。 


Removed physical drive 

本体装置内蔵の RAD コント□—ラ (N 8103 -116A 相当内蔵)では未サボートです。 

Migration only 

本体装置内蔵の RAD コント□—ラ (N8103-116A 相当内蔵)では未サポートです。 


Migration with addition 

既存のバーチャルディスクにハードディスクドライブを追力□する機能です。本機能の実行パ 
ターンは以下の通りです。 （a :追力□するハードディスクドライブの数） 


実行前 

実行後 

特長 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドライブ数 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドラィブ数 

RAID 0 

X 台 

RAID 0 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID 0 

1 台 

RAID 1 

2 台 

容量は変更されない 

RAID 0 

X 台 

RAID 5 

x+a 台 

ハードディスクドライブ a -1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 0 

X 台 

RAID 6 

x+a 台 
(a =2 以上） 

ハードディスクドライブ 
a -2 台分の容量が拡大される 

RAID 1 

2 台 

RAID 0 

2 +a 台 

ハードディスクドライプ a +1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 1 

2 台 

RAID 5 

2 +a 台 

ハードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID 1 

2 台 

RAID 6 

2 +a 台 

ハードディスクドライプ a -1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 5 

X 台 

RAID 0 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a + 1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 5 

X 台 

RAID 5 

x+a 台 

J \— ドディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID 5 

X 台 

RAID 6 

x+a 台 

ハードディスクドライブ a -1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 6 

X 台 

RAID 0 

x+a 台 

八ードディスクドライプ a +2 台 
分の容量が拡大される 

RAID 6 

X 台 

RAID 5 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a + 1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 6 

X 台 

RAID 6 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 
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リコンストラクションを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• リコンストラクション実行前に、必ずデータのバックアップと整合性 
チェックを実施してください。 

• 1つのディスクグループに複数のバーチャルディスクを作成している構 
成には、リコンストラクションは実施できません。 

• リコンストラクション中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 縮退状態 ( Degraded ) や部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) の 
バーチャルディスクにも実行することができますが、リビルドを実行 
し、バーチャルディスクを復旧した後で実行することを推奨します。 

• リコンストラクション中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実 
施しないでください。万が一、停電等の不慮の事故でシャットダウンを 
してしまった場合は、速やかに電源を再投入してください。再起動後、 
自動的に再開されます。 

• 構成によっては、リコンストラクションが完了後に、自動的にバックグ 
ラウンドイニシャライズが実行される場合があります。 


例） RAID5 のバーチャルディスクの Migration with addition 

以下は、 36GB ハードディスクドライブ x 3台で構成された RAID5 のパーチャルディスク 
に、 36GB ハードディスクドライブを1台追力□する場合の例です。 






バーチャル7■'ィスク (RAID 5) 




【実行前】 
容量= 72GB 



Migration with addition 




【実行後】 


容量= 108 GB 
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WebBIOS を使用する前に 

「WebBIOS」 を使用する前に、サポート機能および注意事項を参照してください。 


サボート機能 

• ハードディスクドライブのモデル名/容量の情報表示 

• ハードディスクドライブの割り当て状態表示 

• バーチャルディスクの作成 
- RAID レベルの設定 

— Stripe Block サイズの設定 
— Read Policy/Write Policy/10 Policy の設定 

• パー チャルディスクの設定情報 ■ ステータスの 表示 

• パーチャルディスクの削除 

• コンフィグレーションのクリア 

• イニシャライズの実行 

• 整合性チェックの実行 

• マニュアルリビルドの実行 

• リコンストラクションの実行 


バーチャルドライブ作成時の注意事項 

1 . DG を構成するハードディスクドライブは同一容量および同一回転のものを使用し 
てください。 

2. VD を構築した後、必ず Consistency Check を実施してください 0 

3. 本製品配下の VD に 0S をインス I- ールする際は、 0S インス I- ール用の VD のみを 
作成してください。 

4. Web 巳 IOS は ESMPRO/ServerManager のリモートコンソール機能では動作しま 
せん。 
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5. Web 巳 IOS の Physical Drive と Universal RAID Utility のハードディスクドライブ 
の対応は、以下の情報で判断します。 

WebBIOS 

Physical View で表示するス□ット番号* 

* Drives 欄で表示される情報はス□ット番号、ハードディスクドライブの種類、 
容量、状態を表示します。ス□ット番号は「0〜7」で表示され、ハードディ 
スクドライブベイのスロット番号を表します。 

Universal RAID Utility 

物理デバイスの「プロパティ」で表示される [D] 


WebBIOS で表示するス□ット番号と Universal RAID Utility の物理デバイスの D が 
対応しています。詳細は Universal RAID Utility のユーザーズガイドを参照してくだ 
さい。 


WebBIOS の Physical View の表示画面 


NeaaR^lID BIOS Config Utilitu Phusical Configuration 


a 」 と | yj 劇.？ I 


LSI* 


UebBI 肱 


Controller Selection 


Controller Properties 


Physical Uieu 




: Slot:1,SAS, 


ijDD, 


67.656 GB, Online 
67.656 GB , Online 
r HDD, 67.656 GE , Online 


Ly ； Slot: 3, HDIy 67.656 GE f Unconfigured Good 


Universal RAID Utility の物理デバイスのプ□パティ画面 
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WebBIOS の起動とメニュー 

WebBIOS の起動 


以下の画面が表示された後、 <Ct「l>+<H> キーを押して WebBIOS を起動します。 


【 POST 画面イメージ（バーチャルディスク未設定時)】 


LSI MegaRAID SAS - IMF! BIOS 
Version XXXX (Build MMM DD，YYYY) 

Copyright (c) 20XX LSI Corporation 

HA - X (Bus X Dev X) MegaRAID SAS 8708EM2 
FW package: X.X.X - XXXX 

〇 Virtual Drive(s) found on the host adapter. 

〇 Virtual Drive(s) handled by BIOS. 

Press く Ctrl〉<H> for WebBIOS.— 



• POST 中は く Pause 〉 キーなどの操作に関係ないキーを押さないでくだ 
さい。 

• く Ctrl >+ く H > キーを押し忘れてしまった場合、または POST 後に次ベー 
ジの Menu 画面が表示されなかった場合は、 再起動を行い、再度 

く Ctrl >+ く H > キーを押してください。 
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Main Menu 

WebBIOS を起動すると最初に” Adapter Selection” 画面が表示されます。 WebBIOS を用し 1 
て操作を実施する [Adapter N0.]を選択してチェックし、 [Start] をクリックしてください。 



Adapter Selection を実行すると WebBIOS トップ画面が表示されます。 












WebBIOS Menu 


構成されている VD および本製品に接続さ 
れているハードディスクドライブの情報 
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WebBIOS Menu 


項目 

説明 

Controller Selection 

Adapter Selection 画面に戻ります。 

Controller Properties 

本製品の設定情報を表示します。 

Scan Devices 

本製品に接続されているハードディスクドライプを 
再認識します。 

Virtual Drives 

すでに構成されている VD の操作画面を表示します。 

Drives 

本製品に接続されているハードディスクドライプの操 
作画面を表示します。 

Configuration Wizard 

VD を構築するウィザードを表示します。 

Physical View / Logical View 

本製品に接続されているハードディスクドライプの表 
示/ VD 構成の表示を切り替えます。 

Events 

イベント情報を表示します。 

Exit 

WebBIOS の終了画面へ移動します。 


Virtual Drive のステータス表示 （Physical View では表示されません。） 


項目 

説明 

Optimal 

VD が正常であることを示しています。緑色で表示さ 
れます。 

Partially Degraded 

該当する VD が RAID 6 を構成している状態において、 
ハードディスクドライプが1台縮退していることを示 
しています。青色で表示されます。 

Degraded 

該当する VD のハードディスクドライブが1台、ある 
いは2台 （ RAID 6 構成時）縮退している状態を示して 
います。 

青色で表示されます。 

Offline 

該当する VD がオフラインの状態です。 

赤色で表示されます。 

Initialization 

該当する VD を初期化しています。 

ConsistencyCheck 

該当する VD の整合性をチェックしています。 

Rebuild 

該当する VD がリビルド中です。 

BackGroundlnitialize 

該当する VD がバックグラウンドイニシャライズ中で 
す。 

Reconstruction 

該当する VD がリコンストラクシヨン中です。 
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ハー ドディスクドライブの ステータス 表示 


項目 

説明 

Unconrigured Good 

本製品に接続されているハードディスクドライブで使 
用されていない状態です。青色で表示されます。 

Online 

コンフィグレーシヨンに組み込まれているハードディ 
スクドライプです。正常であることを示しています。 
緑色で表示されます。 

Offline 

コンフィク'レーシヨンに組み込まれているハード 
ディスクドライブです。 

オフライン状態であることを示しています。 

赤色で表示されます。 

Unconfigured Bad 

該当するハードディスクドライブが故障しています。 
(本 ステー タスのハードディスクドライブは Physical 
View でのみ確認できます。） 

黒色で表示されます。 

Rebuild 

該当する八ードディスクドライプがリビルド中です。 
黄土色で表示されます。 

Hotspare 

ホットスペアに指定したハードディスクドライプに表 
示されます。桃色で表示されます。 



• Physical View の画面右側で表示される情報はス□ット番号、八ード 
ディスクドライブの種類、容量、状態を表示します。 

• ス□ット番号は「0〜7」で表され、ハードディスクドライブベイのス 
□ット番号を表示します。 

• 本製品では Events 機能をサボートしていません。 

• S . M . A . R.T ステータス 

一 Pred Fail Count が1以上のハードディスクドライブの情報は黄 
色で表示されます。 

一過去にエラーがあったことを示しており、通常のディスクとして 
使用することができますが、ディスクの交換をお勧めいたします。 
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Controller Properties 

WebBIOS トップ画面にて [Controller Properties] をクリックすると、本製品の設定情報が表示 
されます。 



設定情報画面にて [Next] をクリックすると、本製品の詳細設定が表示されます。 
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設定情報画面には次のページにもあります。 [Next] をクリックすると、次のページの詳細設定 
が表示されます。 



“Schedule CC ” の欄の [ Supported] をクリックすると、整合性チェックのスケジュール運転 
の設定画面が表示されます。 
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初期設定値および、設定値説明 


項目 

設定値 

説明 

変更可否 

備考 

Battery Backup 

Present 

None 

増設バッテリのプロパティ画面 
を表示します。 

• バッテリ搭載時 : Present 
• バッテリ未搭載時: None 

— 


Set Factory Defaults 

No 

— 

不可* 1 


Cluster Mode 

Disabled 


不可 


Rebuild Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


BGI R 0 te 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


CC Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


Reconstruction Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


Controller BIOS 

Enabled 

— 

不可 


NCQ 

Disabled 


不可 


Coercion Mode 

None 


不可 


S . M . A . R.T Polling 

300 

— 

不可 


Alarm Control 

Disabled 

Disabled : アラームなし 

EnalDled : アラームあり 

Silence : アラームが 鳴って いる 
場合、停止します 

□J*2 


Patrol Read Rate 

30 

奨励設定値: 3〇 

可 


Cache Flush Interval 

4 


不可 


Spinup Drive Count 

2 

— 

不可 


Spinup Delay 

12 


不可 


Stop On Error 

Disabled 


不可 


Drive Powersave 

Disabled 

— 

不可 


Stop CC On Error 

No 

Yes 

整合性チェックで不整合を検出 
したときの動作を設定します。 
No : 修復して継続します。 

Yes : 中断します。 

可 


Maintain PD Fail History 

Enabled 

— 

不可 


Schdule CC 

Supported 

整合性チェックのスケジュール 
運転を設定します。 

可 


CC Frequency 

Disable 

整合性チェックのスケジュール 
間隔を設定します。 

Disable : スケジュール運転無効 
Continuous : 胃 日 寺 

Hourly : 1時間周期 

Daily : 1日周期 

推奨設定値： Weekly : 1週間周 
期 

推奨設定値： Monthly ; 1か月 
周期 

可 


CC Start Time 

12:00 AM 

初回の整合性チェックを開始す 
る時刻を設定します。 

可 
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項目 

設定値 

説明 

変更可否 

備考 

select VDs to Exclude CC 

チェックなし 

整合性チェックのスケジュール 
運転で、整合性チェックを実行 
しない VD を設定します。 

チェックあり：選択している 

VD に対して整合性チェックを 
実行しません。 

チェックなし：すべての VD に 
対して整合性チェックを実行し 
ます。 

可 


CC Start ( mm / dd / yyyy ) 

01/01/2000 

初回の整合性チェックを開始す 
る日付を設定します。 

可 


CC Mode 

Sequential 

Sequential :複数の VD に対し 
て、順次整合性チェックを行い 
ます。 

Concurrent :複数の VD に対し 
て、同時に整合性チェックを行 
います。 

可 



* 1 Set Factory Defaults を実施すると出荷時設定に戻せなくなりますので、実施しないでください。 

* 2 Alarm を Enable にすると、ハードディスクドライブが故障して VD が Degrade 状態になった場合に本装置からア 
ラームが鳴ります。 

* 3 CCFrequency で設定するスケジュール運転の間隔は整合性チェック開始時の時刻を基準に設定されるため、余裕 
を持って間隔を設定してください。 
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設定値変更方法 

“Controller Properties” 画面にて設定変更可能なパラメータを変更した後、画面中央にある 
[Submit] ボタンをクリックして設定値を確定してください。 

増設バッテリを搭載している際には、” Battery Backup” のステータスが” Present ” と表示 
されます。 [Present] をクリックすると、以下のバッテリステータス画面が表示されます。 



上記プ□パテイ画面において” Auto Learn Period”、“Next Learn Time ” 
および” Learn Delay Interval ” は本製品では設定変更不可です。 



• バッテリの状態を確認するには電流値を表す Current の値を参照してくだ 

さし、。 

- バッテリが充電状態のとき Current はプラスの値を示します。 

— バッテリが放電状態のとき Current はマイナスの値を示します。 

• WebBIOS では画面の表示が自動で更新されません。しばらく時間が 
経ってから画面表示を確認する場合は_度トップ画面に戻るなど表示を 
切り替えてから再度確認してくださし、。 
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Scan Devices 

WebBIOS トップ画面にて [Scan Devices] をクリックすると、本製品に接続されているハード 
ディスクドライブを再スキヤンします。この機能は WebBIOS 起動後に新たなハードディスク 
ドライブを接続した際に有効です。 


• 新たに接続したハードディスクドライブに他のコンフィグレーション情 
報が保存されている場合、以下の” Foreign Configuration " 画面が表 
示されます。そのまま新たな八ードディスクドライブとして使用する場 
合は、 [ Clear ] をクリックしてくださし)。新たに接続したハードディス 
クドライブ内のコンフィグレーション情報がクリアされます。 

• 新たに接続したハードディスクドライブを使用して Universal RAID 
Utility で論理ドライブを作成する場合、他のコンフィグレーションが 
残っていると論理ドライブを作成できません。その場合は、本機能を使 
用して残っているコンフィグレーションを削除してください。 （*) 

(*) Universal RAID Utility には本機能はありません。 
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Virtual Drives 

WebBIOS トップ画面にて [Virtual Drives] をクリックすると、すでに構成されている VD に対す 
る操作画面が表示されます。 VD —覧の欄には、既存の VD が表示されます。 



項目 

説明 

Fast Initialize 

VD —覧で選択した VD の先頭領域をクリアします。 

Slow Initialize 

VD —覧で選択した VD の全領域をクリアします。 

Check Consistency 

VD —覧で選択した VD の全領域の整合性チェックを行 
います。不整合が見つがった場合は修復します。 

Properties 

VD —覧で選択した VD のプロパティを表示します。 

Set Boot Drive(Current = XX ) 

オペレーティングシステムを起動する VD を指定します。 

初期値： NONE 

複数 VD 環境で、 VD 0 以外の VD から起動する場合は、 
手動で設定を変更する必要があります。それ以外の場 
合は、初期値のままご使用ください。 

[設定方法] 

1. VD —覧よりオペレーティングシステムを起動させ 
る VD を選択します。 

2. Set Boot Drive (Current = XX ) にチェックを入れ 
ます。 

3. [ Go ] をクリックします。 


_"〇 • VD が存在しない場合は、 VD —覧に VD が表示されません。本操作画面 

Pa は VD が存在するときに使用してください。 

• Set Boot Drive を正しく設定していても、本体装置の BIOS の巳 0 ot プ 
ライオリティの順位によっては、オペレーティングシステムが起動でき 
ない場合があります。 

• VD 構成後、初回の Check Consistency では警告が表示され、不整合 
が検出されることがあります。 





































304 RAID システムのコンフィグレーション 


Drives 

WebBIOS トップ画面にて [ Drives ] をクリックすると、本製品に接続されている Physical Drive 
に対する操作画面が表示されます。 
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Physical Drive Properties 

Physical Drive のプ□パティの確認は以下の手順で行います。ここでは 、 Physical Drive のプ 
□パティを確認する例を説明します。 

① 確認する Physical Drive をクリックして選択する。 

② Properties のチェック欄をクリックする。 

③ [ Go ] をクリックする。 



① 


② 

③ 


以下のよラなプロパティ画面が表示されます。 


MeqaRAID BIOS Confiq Utility Driue 


如 " Ml 趾 f 







等 
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Physical Drive Properties での操作 


項目 

説明 

Locate 

ディスクステータスランプを点灯、または点滅させます。 

Make Global HSP 

選択したハードディスクドライプをすべての DG を対象とした 
ホットスペアに指定します。 

Make Dedicated HSP 

選択したハードディスクドライプを特定の DG を対象とした 
ホットスペアに指定します。 

Remove HOTSPARE 

選択したハードディスクドライプをホットスペアから 
Unconfigured Good の状態にします。 

Make Unconf Bad 

選択したハードディスクドライプのステータスを故障にしま 
す0ステータスが Unconfigured Good のハードディスクドラ 
イプに表示されます。 

Make Unconf Good 

選択したハードディスクドライブのステータスを 
Unconfigured Good (こ 

します。ステータスが Unconfigured Bad のハードディスク 
ドライプに表示されます。 

Prepare Removal 

選択したハードディスクドライプの Power status を 
Powersave にします0 Power status が〇 n、 かつステータス 
が Unconfigured Good のハードディスクドライプに表示され 
ます。 

Undo Removal 

選択したハードディスクドライプの Power status をオンにし 
ます。 

Power status が Powersave のハードディスクドライプに表示 
されます。 

Make Dive Offline 

選択したハードディスクドライプをオフライン状態にします。 
ステータスが Online のハードディスクドライプに表示されま 
す。 

Make Drive Online 

選択したハードディスクドライプを Online 状態にします。 
ステータスが Offline のハードディスクドライプに表示されま 
す。 

Rebuild Drive 

選択したハードディスクドライプが組み込まれている VD のリ 
ビルドを開始します。 

ステータスが Offline のハードディスクドライプに表示されま 
す。 

Mark as Missing 

選択したハードディスクドライブを VD を構成している DG か 
ら除外します。ステータスが Offline のハードディスクドライ 
ブに表示されます。 



本製品では Events 機能をサボートしていません。 
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Connguration Wizard 

本製品に接続したハードディスクドライブを用いて VD を構築する機能です。本機能について 
はパーチャルディスクの構築 （309 ページ）にて説明します。 


Controller Selection 

本体装置に本製品を複数枚実装した際に、各アダプタの設定を行うために、 WebBIOS にてコ 
ント□ールするアダプタを変更する必要があります。 WebBIOS トップ画面より [Controller 
Selection ] をクリックすると、 WebBIOS 起動時に表示される” Adapter Selection ” 画面が表 
示されます。 


Physical View / Logical View 

VD を構築している場合、 WebBIOS トップ画面に DG が表示されます 。 [Physical View ] をク 
リックすると、 DG を構築しているハードディスクドライブの情報が表示されます 。 [Logical 
View ] をクリックすると、 DG 内で構築されている VD が表示されます。 


Events 

イベント情報を確認する画面です。 


本製品では Events 機能をサボートしていません。 
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Exit 

WebBIOS トップ画面より [ Exit ] をクリックすると、 WebBIOS を終了するための確認画面が表 
示されます。 WebBIOS を終了する際は、以下の画面にて [ Yes ] をクリックしてください。 



WebBIOS が終了すると、以下の画面が表示されます。本体装置を再起動してください。 


Reset Page 


Please Reboot your System 
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バーチャルディスクの構築 

ここでは WebBIOS を用いて VD を構築する手順を説明します。 

Configuration Wizard 

WebBIOS を起動し、トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックすると、以下の画面 
が表示されます。該当する操作を選択し、画面右下の [ Next ] をクリックしてください。 



項目 

説明 

Clear Configuration 

コンフィグレーション （RAD 情報）をクリアします。 

New Configuration 

コンフィグレーションをクリアし、新しい VD を作成 
します。 

Add Configuration 

既存 VD に加え、新たに VD を追加します。 


W "0 New Configuration で新たに VD を作成する場合、既存の VD 情報は失われま 
BM すのでご注意ください。 
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[Add Configuration ] を選択した場合、以下の画面が表示されます。 

必ず [Manual Configuration ] を選択して、 [ Next ] をクリックしてください。 


MeaaR^ID BIOS Confia Utilitu Configuration llizard 


LSI ホ 


Select Configuration Method : 




Manual Configuration 


■Puups and virtual drives and set their parameters as desired- 


Automatic Configuration 

Automatically create the most efficient configuration. 


Redundancy: 


Redundancy when possible 


▼ 


X Cancel I 4m Back 


^ ! 峥 、 Next 丨 ） 


本製品では” Automatic Configuration " 機能はサポートしていません。 
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複数台のハードディスクドライブをひとまとめの DG として定義します。 

① DG を構成するハードディスクドライブをく Ctrl 〉 キーを押しながらクリックすることで、 
複数台選択します。 



②選択完了後、画面左下の [Add To Array ] をクリックします 0 



③画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が設定されます。 DG の確定するために、画面 
右下の [Accept DG ] をクリックします。 
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④ DG 設定後、画面右下の [ Next ] をクリックします。 



⑤ DG の設定後、スノ\°ン定義画面が表示されます。 

⑥ 画面左側 Array With Free Space 欄から、 VD を設定する DG を選択し [Add to SPAN ] をク 
リックすると、画面右側 Span 欄に DG が設定されます。 
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⑦スパン設定完了後、画面右下の [ Next ] をクリックします。 


MeqaRAID BIOS Config Utility Config Wizard - Span Definition 


I 


jVjjI Span Definition： To add array hole to a Span, select an array hole from the 

• drop-down.Click on Add To Span. Array hole uill be added to the 

span.Array Hole addition can be undone by selecting the 
Reclaim button. 



X Cancel 





• RA 旧0，1，5,6を構築する場合は、スパン設定は1つの DG だけを設定し 
てください。複数の DG に対して一度に VD 設定する場合、1つ目の DG 
に対して VD 設定してから、次の DG を選択して VD を設定してください。 

• RAID 10,50のスパン構成を構築する場合は、同じ数量の八ードディス 
クドライブで構成された複数の DG をスノ（ン設定してください。 

• 異なる数量の八ードディスクドライブで構成された DG をスパン設定す 
ることはできません。 
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前画面の操作で作成した DG 内に VD を 構築し ます。 DG 確定後、 VD 定義画面が表示され ます。 
画面右側の画面右側の中段の” NextLD,Possible RAID Levels " には、 DG 内に構築可能な VD 
の RAID レベル および 最大容量が表示され ています。 

例として 、 RAID 5で最大容量135.312 GB の VD を構築します。 

① 画面左側の設定項目欄へ必要なパラメータを入力します。 

② “ SelectSize ” 欄へ容量”135.132” を入力し、” GB ” の単位を選択します。 

③ VD の設定完了後、画面中央下 [ Accept ] をクリックします。 

④ 続けて VD の設定を行う場合は、旧 ack ] をクリックしスパン定義画面から同様の手順で設 
定を行います。 



■② 


③ 



• あらかじめ” Select Size " 欄に入力されている容量は、2台の場合は 
RAID 1、 3台以上の構成の場合は RA 旧6の最大容量です。初期で選択 
されている RA 旧レベルを変更して設定した場合の最大容量は、” Next 
LD , Possible RAID Levels ” を参照し手動で入力する必要がありま 
す。 

• RAID 5、 RAID 6、 RAID 50 をご使用の場合は、別途 N 8103_119 
アップグレードキットを増設してください。 

• N 8103 -11 9アップグレードキットを増設していない場合にも RA 旧 
Level 欄に RAID 5 が表示されますが、選択しないでください。選択して 
も構成情報のセーブに失敗します。その場合は最初からやり直してくだ 
さい0 
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⑤ VD の設定完了後、 [ Next ] をクリックします。 




• 八ードディスクドライブが2台の組み合わせ以外でも RA 旧1が作成でき 
る場合がありますが、本製品は八ードディスクドライブが2台構成の 
RA 旧1以外はサボートしていません。構成しないでください。 

• WebBIOS を用いても、3台のハードディスクドライブを使用した、「ス 
トライプサイズが 8 KB 」 でかつ 「 RA 旧6」の論理ドライブはサポート 
していません。 


⑥ DG 内に VD が設定され、以下の画面が表示されます。設定した VD に誤りがなければ、画 
面右下の [ Accept :] をクリックします。 



⑦ “Save this Configuration ?” というメッセージが表示されますので、 [ Yes ] をクリックし 

よす〇 
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⑧ “Want to Initialize the New Virtual Drives ?” と新規 VD に対しファストイニシャライズ 
を実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。ファストイニシャライズを実 
施する場合は [ Yes ] をクリックしてください。 

⑨ “Virtual Drives ” 操作画面が表示されます。他の操作を行ラ必要が無い場合は、画面左 
下の [ Home ] をクリックしてください。 



⑩ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右側に構築した VD が表示されます。 


MeaaRf^ID BIOS Config Utility Uirtual Configuration 


a f 


L5 ゆ 


Controller Properties 



; Backplane: (252), Slot:l, SAS, HDD, 67-656GB, Online 
•Lgr; Backplane: (252), Slot^ SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Unconfigured Drives 

| Backplane: (252), Slot:3,r SAS, HDD, 67-6S6GB, Unconfigured 

| L|f ； Backplane: (252), Slot : も SAS, HDD, 67.656GB, Unconfigured 


Configuration Wizard 


Physical View 


Exit 
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Configure SPAN 

例として、4台のハードディスクドライブを使用して RAD 10( RAID 1 のスパン構成）を構築す 
る手順を以下に説明します。 


_"〇 RA 旧00や RA 旧60の構成はサポートしておりません。構築しないでくださ 
ara い。 


① WebBIOS トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックして、ウィザードを起動し 
ます。 

② DG を構成するハードディスクドライブを < Ct 「 l > キーを押しながらクリックして選択しま 
す。（例として2つの DG を構築しスパンします。） 



Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 



X Cancel ^| Back J Next | 


③選択完了後、画面左下の [AddTo Array ] をクリックし、画面右側 Disk Groups 欄に DG が 
設定されたことを確認して 、 [Accept DG ] をクリックして確定します。 



II 


Slot: 0, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot:1,SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot: 2, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 
Slot: 3, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 
Slot: 4, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 


Backplane: (252), Slot:0, SAS, HDD, i 
Backplane: (252), Slot:l, SAS, HDD, i 
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④画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が構築されます。同様の手順で2つ目の DG を構 
築し、画面右下の [ Next ] をクリックします。 


MeaaRAID BIOS Config Utilitu Config Wizard - Driue Group Definition 


LSI* 


Driue Group Definition： To add driues to Driue Group,hold Control key while selecting 
Unconf Good driues and click on Add to Array. Then Accept Driue 
Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 


Driues 




Slot: 0, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot:1,SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot: 2 , SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot: 3, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 


L^j Slot: % SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 






Backplane: (252), Slot:0, SAS, HDD, 6 
Backplane: (252), Slotsl, SAS, HDD, 6 
Drive Groupl Size: 67.656 GB 


Backplane: (252), Slot:2, SAS, HDD, 6 
Backplane: (252), Slot:3, SAS, HDD, 6 
Drive Group2 



⑤ DG 確定後、以下のスパン定義画面が表示されます。 

⑥ 画面左側 Array With Free Space 欄から、 DG 〇を選択し [Add to SPAN ] をクリックして、 
画面右側 Span 觀こ DG を設定します 0 


MeqaR^ID BIOS Config Utility Config Uizard - Span Definition 




Span Definition： To add array hole to a Span, select an array hole from the 

drop-down.Click on Add To Span. Array hole uill be added to the 
span.Array Hole addition can be undone by selecting the 
Reclaim button. 
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⑦続けて DG 1 を選択し [Add to SPAN ] をクリックします。2つの DG が画面右側 Span 欄に設 
定後、画面右下の [ Next ] をクリックします。 



⑧ VD 定義画面が表示されます。画面左側へ必要なパラメータを入力し、画面中央下の 
[ Accept ] をクリックします。 
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⑨画面右側の欄に、 DG 0 と DG 1 がどちらも VD 0に定義されていること確認し、画面右下の 
[ Next ] をクリックします。 



X Cancel 


BacK 


W "0 各スパンの八ードディスクドライブが 2 台の組み合わせ以外でも RAID 10 が 
作成できる場合がありますが、本製品は各 DG の八ードディスクドライブが2 
台ずつの組み合わせの RAID 10以外はサボートしていません。構成しないでく 
ださい。 


⑩ ” Preview ” 画面が表示されますので、設定した VD に誤りがなければ、画面右下の [ Accept ] 

をクリックします。 



⑪ “Save this Configuration ?” と確認のメッセージが表示されますので、 [ Yes ] をクリック 
します。 

⑫ “All data on the new Virtual Drives will be lost . Want to Initialize ?” と構築した VD に対 
してファストイニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。 
ファストイニシャライズを実施する場合は [ Yes ] をクリックしてください。 
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⑬ “Virtual Drives ” 操作画面が表示されます。他の操作を行う必要が無い場合は、画面左 
下の [ Home ] をクリックしてください。 

⑭ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右側に構築した VD が表示されます。 
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VD Definition 設定項目 

「Configuration Wizard 」 の設定項目一覧です。 


設定項目 

パラメータ 

備考 

RAID Level 

RAID 0 / RAID 1 / RAID 5 / RAID 6 / 

RAID 00/ RAID 10 / RAID 50 / RAID60 

RAID 00と RAID 60 は未サ 
ポート 

Strip Size 

8 KB/16 KB/32 KB/64 KB/128 KB/ 

256 KB/512 KB/1024 KB 

奨励設定値： 64KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

奨励設定値： RW 

Read Policy 

Normal / Ahead / Adaptive 

奨励設定値： Normal 

Write Policy 

WBack / Wthru 

WBack : ライトバック 
WThru : ライト スルー 

WrtThru for BAD BBU 

チェックあり/チェックなし 

Write Policy をライトバッ 
クに設定している場合の 
モードを選択します。 

チェックあり： 

通常ライトバック 
チェックなし： 

常時ライトバック 

奨励設定値:チェックあり 

10 Policy 

Direct / Cached 

奨励設定値： Direct 

Disk Cache Policy 

Unchanged / Enabled / Disabled 

奨励設定値： Disabled 

Disable BGI 

No / Yes 

VD 作成後(こ Back Ground 
Initialize を実施するか否か 
を設定します。 

奨励設定値： No 



• BGKBack Ground Initialize ) は以下の VD でのみ動作します。 

ーハードディスクドライブ5台以上で構成された RAID 5 の VD 
一八ードディスクドライブ7台以上で構成された RA 旧6の VD 

• RAID 5、 RAID 6、 RAID 50 をご使用の場合は、別途 N 8103 -11 9 
アップグレードキットを増設してください。 

• N 8103 -11 9アップグレードキットを増設していない場合にも RA 旧 
Level 欄に RAID 5 が表示されますが、選択しないでください。選択して 
も構成情報のセーブに失敗します。その場合は最初からやり直してくだ 
さい。 
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ライトキャッシュ設定 (Write Policy ) については 、 WrtThru for BAD BBU との組み合わせによ 
り、以下のモードがあります。お客様の環境に合わせて設定してください。 




WrtThru for BAD 巳巳し！ 



チェックあり 

チェックなし 

Write Policy 

WBack 

通常ライトバック 
書き込み時にキャッシュメモリを 
使用しますが、バッテリの異常時 
や充電が完了していない場合に 
は、自動的にライトスルーに切り 
替わるモードです。データ保持の 
観点からも安全性が高いため、本 
モードに設定することを奨励して 
います。 

常時ライトバック 
バッテリの状態およびバッテリの 
有無にがかわらず、書き込み時に 
常にキャッシュメモリを使用しま 
す。本モードに設定する場合は、 
必ず無停電電源装置 (UPS) を使用 
してください。 


WThru 

ライトスルー 

書き込み時にキャッシュメモリを 
使用しないモードです。データ保 
持の観点から最も安全性が高い 
モードですが、書き込み性能はラ 
イトバック設定に比べ劣ります。 

※本モードはありません。 

VD 作成時に WrtThru forBAD 

BBU にチェックを入れなくても、 
作成後に自動的にチェックが入り 
ます。 



• 常時ライトバックを選択した場合は、バッテリ異常時、または充電が不 
十分である場合もライトバックで機能します。このため、停電時に 
キャッシュメモリ内のデータが消えてしまう場合があります。 

• 常時ライトバックを使用する場合は、必ず無停電電源装置 ( UPS ) を使用 
してください。 
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ディスクキャッシュ設定 (Disk Cache Policy ) には、以下のモードがあります。ご使用の環 
境に合わせて設定してください。 


項目 

説明 

Unchanged 

• 物理デバイスが持つデフォルトのライトキャッ 
シュの設定を使用するモードです。 

• デフォルトの設定値は、弊社出荷時の設定と異な 
る場合があるため、本モードに設定しないでくだ 
さい。 

Enabled 

• 物理デバイスのライトキャッシュを常に使用する 
モードです。 

• 本モードに設定する場合は、必ず無停電電源を使 
用してください。 

Disabled 

• 物理デバイスのライトキャッシュを使用しない 
モードです。 

• 性能は上記の Enable 設定と比べると劣りますが、 
データ保持の観点がら最も安全性が高いモードで 
す。 

• データ保持の安全性の観点から、本モードに設定 
することを奨励しています。 


• ディスクキャッシュの設定を Unchanged とした場合、物理デノ（イスの 
デフォルトの設定値は、弊社出荷時の設定と異なる場合があるため、本 
モードには設定しないでください。 

• ディスクキャッシュの設定を Enable にすると、物理デバイスのライト 
キャッシュを使用します。このため、停電時に物理デバイスのキャッ 
シュメモリ内のデータが消えてしまう場合があります。 

• 物理デバイスのライトキヤッシュを使用する場合は、必ず無停電電源を 
使用してください。 


RAID Level と Stripe Size 以外は VD 作成後変更することができます。 WebBIOS トップ画面で 
[Virtual Drives ] をクリックし、 Policies 枠内の設定を変更した後 [ Change ] ボタンをクリックし 
てください。 
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各種機能操作方法 

整合性チ： !: ック (Check Consistency ) 機能 

整合性チェック (Check consistency ) は VD の整合性をチェックするための機能です。 
WebBIOS では以下の手順で実施してください。 

① WebBIOS を起動します。 

② WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Drives ] をクリックします。 

③ Virtual Drives 画面右上より、整合性チェックを実行する VD を選択します。 

④ Virtual Drives 画面右下より、 Check Consistency チェック欄をクリックします。 

⑤ チェックマークを確認した後、 [ Go ] をクリックします。 



，③ 


④ 


⑤ 


⑥ VD 構築後1回目の Consistency Check に対しては、以下の警告文が表示されることがあ 
ります。 Consistency Check を行う場合は、 [ Yes ] をクリックしてください。このときに 
不整合が多数検出されることがありますが、故障ではありません。 


MeaaRMD BIOS Config Utility Confirm Page 


The uirtual driue has not been initialized. 

Running a consistency check nay result in inconsistent messages in the log. 
Are you sure you uant to continue? 


- - T" 


⑦ Virtual Drives 画面左に、 Check Consistency の進搂が表示されます。 
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⑧ Virtual Drives 画面左下の [ Home ] をクリックして、トップ画面に戻ってくださし、 


MeaaR^ID BIOS Config Utilitu Uirtual Drives 


♦"ぐ l 4 f 


LSI: 



Abort Progress 

VDO 


Operation 

Check Consii 
Progress 


1 


bil 


±1 


C Fast Initialize 
C Slow Initialize 
C Check Consistency 
C Properties 

p Set Boot Drive (current=0) 
^ Go I id Reset I 


wO VD を作成した後、 1 回目に実施する整合性チェックでは未使用領域の整合性 
が取れていない可能性があるため、不整合箇所を多数検出し、警告□グが登録 
される可能性があります。 
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マニュアルリビルド機能 

故障したハードディスクドライブの交換することで、リビルドは通常ホットスワップ（活栓揷 
抜）で行うことができます。本体装置の電源をオフにしてからハードディスクドライブを交換 
した場合、自動的にリビルドを開始しません。その場合には、以下に説明するマニュアルリビ 
ルド機能を用いて VD を復旧してください。 


• ホットスワップで八ードディスクドライブを交換してリビルドする場合 
は、オペレーティングシステムまたは WebBIOS を立ち上げた状態で 
ディスクを交換してください。 

• リビルドの進渉は Universal RAID Utility の画面で確認するか、あるい 
は WebBIOS のトップ画面でリビルド中の Virtual Disk をクリックする 
ことで確認できます。 

• WebBIOS でリビルドの進渉画面を表示したままにすると本体装置に 
よっては処理が遅くなる場合があるため、確認後トップ画面に戻ってく 
ださい。 


ハードディスクドライブ3台を用いて RAID 5 の VD を構築している環境において、ハードディ 
スクドライブが1台故障したケースを例に説明します。今回は活栓交換を行わず装置の電源を 
オフにしてから故障したハードディスクドライブを交換しているため、オートリビルド機能は 
動作しません。そこで、以下で説明するマニュアルリビルド機能を用いて VD を復旧します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右側の交換したハードディスクドライブのステータスが” 
Unconfigured Good ” となっていることを確認してください。例ではス□ット番号2のハードディ 
スクドライブを交換しています。 

PD Missing : BackPlane 252: Sbt 2 という表示は、「スロット番号2に取り付けられていた VD を構 
成するハードディスクドライブが存在していない、あるいは構成がら外されている」ことを示し 
ています。 

② トップ画面右側より、新しく接続したハードディスクドライブ（ここではス□ット番号2 
の八ードデイスクドライブ)をクリックします。 



③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 
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④画面下の” Make Global HSP ” または、リビルドしたい DG を選択して” Make Dedicated 
HSP ” をチェックし、画面中央下の [ Go ] をクリックしてください。 



④ 


⑤リビルドの進埗が画面下に表示されます。 [ Home ] キーを押してトップ画面に戻ってくだ 
さい。 


MeaaRMD BIOS Config Utilitu Driue 






Enclosure ID 





"" O 整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のバックグランドタ 
スクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。進渉画面を 
表示したままの状態では、本体装置によってはバックグランド処理が遅くなる 
場合があります。 
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⑥リビルド中、トップ画面は以下のように表示されます。リビルド中の Physical Drive をク 
リックするとリビルドの進搂画面が表示されます。 



⑦リビルドが完了するとリビルドしていた Physical Drive のステータスは〇 nline になり、 
VD のステータスは〇 ptimal になります。 
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ホットスペアの設定 

ハードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している璟境において新たにハー 
ドディスクドライブを追加し、そのハードディスクドライブを Hot Spare Disk に設定するケー 
スを例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右側において、追力□したハードディスクドライブの 
ステータスが” Unconfigured Good ” であることを確認します。 

② トップ画面右側より、新しく接続したハードディスクドライブ(この例ではス□ット番号 
3の八ードデイスクドライブ)をクリックします。 



③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 
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④画面左下の” Make Global HSP ” をチェック、またはホットスペアを設定したい DG を選 
択した上で” Make Dedicated HSP ” にチェックを入れ、画面中央下の [ Go ] をクリック 
してください。 


項目 

説明 

Global HSP 

全ての DG に対し使用可能なホットスペアのことです。 

Dedicated HSP 

特定の DG に対し使用可能なホットスペアのことです。 
設定する際には、使用する先の DG を指定する必要が 
あります。 



⑤新しく接続したハードディスクドライブのステータスが” GL HOTSPARE ”、 あるいは 
DED HOTSPARE ” になります。 
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⑥画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS のトップ画面に戻つてください。 















































































ノ、ー ドウエア編 333 


リコンストラクション機能 

ハードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たにハー 
ドディスクドライブを追加し、ハードディスクドライブ4台 RAID 5 の VD へ変更するケースを 
例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右側において、追力□したハードディスクドライブ 
のステータスが” Unconfigured Good ” であることを確認します。 

② トップ画面右側より、リコンストラクションを行いたい VD (この例では、 VD 0) をクリツ 
クします。 



③ VD の設定画面が表示されます。 
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④画面右側に、リコンストラクション機能に必要な項目が表示されています。 



. 严！ Remove drive 

Backplane: (252), Slot:0, S 
一 ，: i Backplane: (252), Slot:l,S T 

W E 

f Migration only 

T-. ?, tt -. cr 



Migration with addition 


Backplane: (252 し Slot : も SAS, HDD, 6 

m 



Reset ^ Go 

k 


VD が定義されている DG を 
構築するハードディスクド 
ライブ情報 


Migration Only: 

RAID レベルの変更のみ 

Migration with addition: 
ハード デイ スクドライブの 
追加および RAID レベルの 
変更 


⑤ “Migration with addition ” を選択します。 

⑥ リコンストラクシヨン後の RAID レベルを決定します。 

⑦ 追力□するハードディスクドライブを選択します。 

⑧⑤〜⑦の操作完了後、画面右下 [ Go ] をクリックしてください。 

⑨画面左下に進埗が表示されます。画面左下の [ Home ] をクリックして、 WebBIOS トップ 
画面に戻ってください。 


m 


• リコンストラクシヨン実行後に、 VD の容量が正常に表示されない場合 
があります。その場合はトップ画面から Scan Devices を実施してくだ 
さい。 

• 整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクシヨン等のバックグラ 
ンドタスクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてくださ 
し、。進渉画面を表示したままの状態では、本体装置によってはバックグ 
ランド処理が遅くなる場合があります。 
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Locate 機能 

Locate はハードディスクドライブの LED を点灯、または点滅させ、スロット位置を確認する 
コマンドです。 VD またはホットスペアディスクの追加、リコンストラクション、ハードディ 
スクドライブの予防交換などを行ラ場合は事前にハードディスクドライブのス□ット位置を 
確認することをお奨めします。 

Locate コマンドの実行手順 (WebBIOS の場合） 

① WebBIOS のトップ画面右側で確認する Physical Drive をクリックしてください。 

② Physical Drive のプロパティが表示されます。 Locate のチエック欄をクリックしてくださ 
い0 

③ [ Go ] をクリックしてください。ハードディスクドライブの LED が点灯、または点滅しま 
す0 


MeqaR^ID BIOS Config Utility Drive 


迄 — 0JI f 





③ 


企 


Save the Changes 
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Slow Initialize 機能 

Slow Initialize は VD のデータ領域の全セクタに0ライトし、初期化する機能です。 WebBIOS 
で実施する場合は以下の手順で実施してください。 

① WebBIOS を起動します。 

② WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Drives ] をクリックします。 

③ Virtual Drives 画面右上より、 Slow Initialize を実行する VD を選択します。 

④ Virtual Drives 画面右下より、 Slow Initialize のチェック欄をクリックします。 

⑤ チェックマークを確認した後、 [ Go ] をクリックします。 



③. 


④, 


⑤, 



WebBIOS の Configuration Wizard で VD を作成するときは 、 Fast 
Initialize を実行しパーティション情報が書かれている先頭セクタのみを 
クリアします。 


Slow Initialize は完了するまで時間がかかります。 
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WebBIOS と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後、 RAID システムのコンフィグレーション、および管理、監 
視を行うユーティリティとして、 Universal RAID Utility があります。 

WebBIOS と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点について説明します。 


WebBIOS と Universal RAID Utility は、使用している用語に差分があります。 WebBIOS と 
Universal RAID Utility を併用するときは、以下の表を元に用語を組み替えてください。 


WebBIOS の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューア 

raidcmd 

Controller (Adapter) 

RAD コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Disk Group 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Drive 


番号と旧 

RAID システムの各コンポーネントを管理するための番号は、 WebBIOS と Universal RAID 
Utility では表示方法が異なります。以下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コント□ーラ 

WebBIOS は、 Adapter を0オリジンの番号で管理します。 Adapter の番号を参照するには、 
Home メニューの” Adapter Selection ” で表示する [Adapter No ] を参照します。 

Universal RAID Utility は、 RAID コント□—ラを1オリジンの番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAD コント□—ラの番号を参照するには、 RAID ビューアでは RAID コント□— 
ラのプロパティの[番号]を、 「aidcmd では 、 RAID コントローラのプロパティの [RAID Controller 
# X ] を参照します。また、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する Adapter 番号も 
RAID コント□—ラのプロパティの [ D ] で参照できます。 


Virtual Disk と論理ドライブ 

WebBIOS は、 Virtual Disk を0オリジンの番号で管理します。 Virtual Disk の番号は、 Virtual 
Disk の [VD X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、論理ドライブを1オリジンの番号で管理します。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パティ 
の[番号]を、 raidcmd では、論理ドライブのプロパティの [RAID Controller #X Logical Drive 
# Y ] を参照します。また、 Universal RAID Utility では、 WebBI 〇 S の管理する論理ドライブ番号 
も論理ドライブのプ□パティの [ ID ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

WebBIOS は、ディスクアレイを0オリジンの番号で管理します。ディスクアレイの番号は、 
Drives や Virtual Disk の [DG X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを1オリジンの番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パ 
ティの[ディスクアレイ]を、 「 aidcmd では、ディスクアレイのプロパティの [RAID Controller 
#X Disk Array # Y ] を参照します。 


Physical Drive と物理デバイス 

WebBIOS は 、 Physical Drive をスロット番号、コネクタ番号の2つの〇オリジンの番号で管理 
します。これらの番号は 、 Physical Drives のプ□パティで参照できます。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを1オリジンの番号と D 、エンクロージャ番号、ス□ッ 
卜番号で管理します。番号は、接続している物理デバイスを [ D ] の値を元に昇順に並べ、値の 
小さいものから順番に1オリジンの値を割り当てたものです。 ID は WebBIOS で表示するス 
□ット番号と同じ値です。エンクロージャ番号とスロット番号は、1オリジンの番号です。 
Universal RAID Utility でこれらの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、物理デバイスの 
プロパティの[番号]と [ D ]、 [エンクロージャ]、[ス□ット]を、 「 aidcmd では、物理デバイスの 
プロパティの [RAID Controller #X Physical Drive # Y ] と [ ID ]、[ Enclosure ]、[ Slot ] を参照しま 
す0 
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優先度の設定 

WebBIOS は、 RAID コントローラのリビルド優先度、パト□ールリード優先度、整合性チエツ 
ク優先度の設定項目を数値で表示/設定しますが 、 Universal RAID Utility は、高/中/低の3つの 
レベルにまるめて表示/設定します。 



• WebBI 〇 S では、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度)も 
設定できますが、 Universal RAID Utility ではバックグラウンドイニシャ 
ライズの優先度は設定できません。 

• Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定できますが、本製品では 
初期化優先度を設定できません。そのため、 RAID ビューアのプロパ 
ティの[オプシヨン]タブに[初期化優先度]の項目を表示しません。また、 
raidcmd で初期化優先度を設定すると失敗します。 


それぞれの項目ごとの数値とレベルの対応については、以下の表を参照してください。 


WebBIOS での設定値と Universal RAID Utility の表示レベル 


項目 

WebBIOS の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 

パトロールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定する値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 

パトロールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 
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RAID 6 の論理ドライブの作成 

Universal RAID Utility では 、 RAID 6の論理ドライブを作成するには、4台以上の物理デバイス 
が必要です。3台の物理デバイスで RAID 6の論理ドライブを作成するには、 WebBIOS を使用 
してください。 


""〇 WebBIOS を用いても、3台の物理デバイスを使用した、「ストライプ容量が 
Bfa 8 KBJ でかつ 「 RA 旧6」の論理ドライブはサボートしていません。 





